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新
卒
業
生
の
73
期
生
の
皆
様
、
ご

卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
箕

面
第
一
中
学
校
同
窓
会
「
青
嵐
会
」は
、

皆
様
を
お
迎
え
し
て
、
卒
業
生
総
数

は
、２
１
，５
２
９
人
に
な
り
ま
し
た
。

本
会
報
「
青
嵐
」
に
は
毎
号
、
卒
業

何
周
年
・
喜
寿
・
古
希
・
還
暦
同
期
会
・

部
活
動
Ｏ
Ｂ
会
等
の
開
催
記
事
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ら

の
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
青
嵐
会
活
動
の
根
本

は
同
学
年
の
同
期
の
輪
と
先
輩
・
後

輩
を
繋
ぐ
同
窓
の
輪
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
活
動
は
会
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
運

営
費
は
卒
業
時
の
入
会
金
と
随
時
に

会
員
の
意
思
で
納
入
い
た
だ
く
会
報

協
力
金
等
の
寄
付
金
で
す
。
営
利
団

体
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
常
に
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
協
力
が
必
要

で
す
。
寄
付
文
化
を
醸
成
し
、
会
員

の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
青
嵐
会
は
次
の
通
り
活
動

し
て
い
ま
す
。

＊
会
報「
青
嵐
」発
行

　

同
窓
会
や
母
校
の
最
新
情
報
を
年

１
回
お
報
せ
し
て
い
ま
す
。
財
政
課

題
も
あ
り
、
例
年
、
会
報
協
力
金
納

入
者
と
偶
数
号
は
偶
数
期
の
、
奇
数

号
は
奇
数
期
の
卒
業
生
に
交
互
に
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

＊
総
会
開
催
等（
１
面
参
照
）

　

本
年
は
、
６
月
６
日
（
土
）
に
母

校
で
開
催
致
し
ま
す
。
例
年
の
総
会

議
事
の
他
、卒
業
生
や
在
校
生
の
講
演
・

出
演
、
会
員
の
景
品
提
供
に
よ
る
お

楽
し
み
抽
選
会
等
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
関
東
地
区
で
も
、
昨
年
11

月
に
関
東
支
部
期
幹
事
等
連
絡
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
5
面
参
照
）。
関

東
地
区
の
会
員
の
皆
様
是
非
、
こ
の

支
部
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
開
催（
10
面
）

　

昨
年
も
母
校
文
化
祭
に
合
わ
せ
て
、

第
７
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
を
開

催
。
各
期
の
同
窓
会
活
動
や
卒
業
ア

ル
バ
ム
等
の
展
示
を
見
て
、
中
学
時

代
を
思
い
出
す
良
い
機
会
に
な
る
と

好
評
で
し
た
。

　

本
年
も
開
催
の
予
定
で
す
。
総
会

や
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
の
機
会
に

一
度
、
母
校
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

＊
名
簿
管
理

　
「
青
嵐
」
の
送
付
や
同
期
会
幹
事
へ

の
名
簿
デ
ー
タ
提
供
の
基
に
な
る
業

務
で
す
。
住
所
変
更
の
際
に
は
、
是

非
名
簿
変
更
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

＊
学
校
応
援
団（
12
面
参
照
）

　

後
輩
生
徒
に
役
立
つ
よ
う
に
、
高

校
入
試
の
面
接
練
習
の
場
で
、
会
員

有
志
が
面
接
官
を
努
め
ま
す
。

＊
青
嵐
会
Ｈ
Ｐ（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

　

青
嵐
会
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
昨
年
12
月
か
ら
、

同
窓
会
本
部
の
連
絡
先
を
変
更
し
た

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
も
始
め
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
毎
月
、
役
員
に
よ
る
常

任
委
員
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
同
窓
会
活
動
は
役
員
だ
け
で

出
来
る
も
の
で
は
な
く
、
多
数
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
青
嵐
会
活
動
に
ご

参
画
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

＊
会
長
交
代
ご
挨
拶

　

４
年
間
の
会
長
任
期
を
終
え
、
総

会
後
に
新
会
長
に
交
代
し
ま
す
。
任

期
中
に
母
校
創
立
70
周
年
を
迎
え
、

航
空
写
真
撮
影
と
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

作
製
配
布
、「
青
嵐
」・
卒
業
ア
ル
バ

ム
等
発
行
物
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
保
存
、

恩
師
に
よ
る
模
擬
授
業
等
の
記
念
総

会
、
記
念
植
樹
等
の
70
周
年
記
念
事

業
に
取
組
ま
し
た
。

　

今
後
、
新
体
制
で
の
活
動
を
期
待

す
る
と
共
に
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同窓会の連絡先
◆ 同窓会専用電話
　090−3653−0428
◆ 同窓会本部窓口
　seirankai-hq@googlegroups.com

注：本部アドレス変更しました！
名簿変更（本人転居先及び同窓知人の新住所
等）、同期会等開催、その他情報の連絡先

ホームページのご案内
◆「青嵐会」新ホームページアドレス
　http://seirankai.jimdo.com/
　�内容：本部からのお知らせ、
　掲示板、ブログなど

　Facebook、インスタグラム、
　ツイッターを始めました。

◆ 一中のホームページアドレス
　http://www.city.minoh.lg.jp/jone/

◆第一部◆
　総会議事
・学校長挨拶
・会長挨拶
・2019年度事業報告・会計決算報告
・2020年度事業計画・会計予算案
・2020年度役員紹介
・73期生クラス幹事紹介

◆第三部◆
・お楽しみ抽選会

◆第二部◆
　「青嵐会」リレーライブ
①ブラスバンドアンサンブル
　OB・OGによる演奏
②ダンス
　（母校　ダンス部）
③ブラスバンド演奏
　（母校　吹奏楽部）

★�１年に１度、母校での同窓会総会が、同窓生の年代を超えた交わ
りの時となることを願っています。ご友人お誘い合わせのうえ、
お気軽にご参加ください。
★�総会後に、ミニ同期会を催しませんか？特に３と８のつく期の
みなさま、○○周年を機会にぜひ同期生との出会いの場を。

総会のご案内
◎日時／ 2020年６月６日（土） 午後２時～４時30分
◎場所／箕面市立第一中学校 多目的室

第一部は縮小しての実施を検討中です！
詳細は、右記のHPを

ご覧下さい

コロナウイルス
感染防止のため

第二部・第三部は中止！ 

会　長

佐々木　弘
（22期）

会
長
ご
挨
拶
と

４
年
間
の
活
動
ご
報
告

題字：伊東六郎（３期）作
箕面市立第一中学校
☎ 072 −721−2392
同 窓 会 専 用
☎ 090−3653−0428
発行部数：9,000部
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新
緑
が
鮮
や
か
な
景
色
と
移
り

変
わ
り
、
爽
や
か
な
風
薫
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
平
成
か
ら
令
和
へ
と
変

わ
り
、
新
元
号
「
令
和
」
を
契
機
に

新
し
い
時
代
の
幕
開
け
で
し
た
が
、

青
嵐
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

平
素
は
、
本
校
の
教
育
活
動
に
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
青
嵐
会
会

員
の
皆
様
は
、
箕
面
市
立
第
一
中
学

校
同
窓
会
と
し
て
の
誇
り
を
も
っ
て

活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し

て
、
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
間
も
一
中
先
輩
の
皆
様
に

は
、「
学
校
応
援
団
」
と
し
て
、
後

輩
生
徒
に
役
立
つ
よ
う
に
、
高
校

入
試
の
面
接
練
習
と
し
て
毎
年
10

名
ぐ
ら
い
の
先
輩
方
に
来
て
い
た
だ

き
、
模
擬
面
接
を
し
て
も
ら
っ
て
お

り
ま
す
。
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、

３
月
に
は
第
73
期
１
９
４
名
の
３
年

生
が
一
中
か
ら
巣
立
っ
て
い
き
ま
し

た
。
ま
た
、
毎
年
卒
業
記
念
品
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
新
任
校
長
と
し
て

副
校
長
３
年
間
を
経
て
、
昨
年
の

４
月
か
ら
校
長
職
に
つ
き
、
よ
う

や
く
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
常
に
「
学
び
」、
常
に
「
問

い
」、
常
に
「
行
動
す
る
」
こ
と
を

心
掛
け
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
管
理

職
も
新
し
く
な
り
、
吉
川
副
校
長
、

開
教
頭
と
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
温
か

い
学
校
づ
く
り
の
た
め
に
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

元
号
の
「
令
和
」
の
意
味
す
る

「
清
々
し
く
和
や
か
に
」
の
よ
う
に

一
中
同
窓
会
の
み
な
さ
ん
は
本
当

に
仲
が
良
く
、
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
く
元
気
で
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
今
後
も
「
学
校
応

援
団
」
と
し
て
、
一
中
を
見
守
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。「
青
嵐
会
」
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

（
ご
退
職
さ
れ
た
先
生
方
）

▽
中
田　

重
幸
先
生
（
理　

科
）

▽
鈴
木　

武　

先
生
（
英
語
科
）

（
転
任
さ
れ
た
先
生
方
）

▽
棟
方　

靖　

先
生
（
お
お
ぞ
ら
）

　

→
箕
面
市
立
彩
都
の
丘
学
園
へ

▽
広
沢　

淳　

先
生
（
音
楽
科
）

　

→
箕
面
市
立
第
五
中
学
校
へ

▽
小
松　

道
子
先
生
（
生
指
主
事
）

　

→
箕
面
市
立
第
四
中
学
校
へ

▽
前
中　

智
代
先
生
（
保
体
科
）

　

→
箕
面
市
立
第
二
中
学
校
へ

▽
梶
谷　

岳
史
先
生
（
数
学
科
）

　

→
箕
面
市
立
第
五
中
学
校
へ

▽
臼
井　

郁
子
先
生
（
国
語
科
）

　

→
箕
面
市
立
第
五
中
学
校
へ

▽
松
﨑　

瑞
枝
先
生
（
英
語
科
）

　

→
未
定

▽
上
野　

毅
之
先
生
（
数
学
科
）

　

→
猪
名
川
町
立
六
瀬
中
学
校
へ

▽
秋
山　

隼
人
先
生
（
理　

科
）

　

→
箕
面
市
立
第
五
中
学
校
へ

▽
山
﨑　

早
織
先
生
（
栄
養
士
）

　

→
箕
面
市
立
第
二
中
学
校
へ

▽
渋
谷　

直
子
先
生
（
お
お
ぞ
ら
）

　

→
箕
面
市
立
東
小
学
校
へ

　

長
い
間
、
一
中
生
徒
を
ご
指
導

い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
の
ご
健
康
と
、
新
し
い
学
校

で
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

職
員
動
静

★期幹事以外の方が、同期会などを開催する為に名簿情報を入手希望の時には
▶�まずは『期幹事』にご連絡ください。
　 青嵐会より、期幹事にご要望をお伝えすることなど協力いたします。
▶�『期幹事』より要請があった場合のみ、
　 青嵐会は確認・検討のうえ、名簿情報データを期幹事に開示します。
▶�お問い合わせいただいた方に、
 　 青嵐会より名簿情報データを直接提供することはありませんので、ご了承

願います。
 　 せっかく集いを計画してみようと、意欲をお持ちの方には申し訳ありませ
んが個人情報の管理の為、ひと手間のご協力をお願いいたします。

～同期会、クラス会の行事案内などに使用する場合には～
「青嵐会」は、名簿情報データを提供しています。【名簿情報】取扱いのお知らせ

今まで同窓会を開催し
たことのない期幹事は、 
どんどんご活用ください。

★�個人の住所変更などで訂正・削除などなさる時は、
直接ご連絡ください。�　注：本部アドレス変更しました！

【連絡先】�青嵐会本部　seirankai-hq@googlegroups.com
� 　専用電話　090−3653−0428

　

今
年
も
73
期
生
、
１
９
４
人

の
新
し
い
後
輩
が
加
わ
り
ま

し
た
。
ク
ラ
ス
の
仲
間
や
73
期

生
と
本
部
を
結
ぶ
大
切
な
絆
で

す
。
若
い
発
想
と
行
動
力
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

Ａ
組　

○
宮
原　
　

浬

　
　
　

○
中
村　

に
こ

Ｂ
組　
　

柿
本　
　

淳

　
　
　
　

明
石　

京
華

Ｃ
組　
　

厚
見　

昴
汰

　
　
　
　

井
神
日
菜
歌

Ｄ
組　
　

川
﨑　

大
史

　
　
　
　

坪
田
和
花
南

Ｅ
組　
　

大
西　

洋
斗

　
　
　
　

寺
井　
　

迪

Ｆ
組　
　

古
谷
昇
太
郎

　
　
　
　

齋
藤　

真
菜

（
○
印
は
期
幹
事
も
兼
任
）

主
な
仕
事
は

　

☆
同
期
会
・
ク
ラ
ス
会
の
企
画

　

☆
ク
ラ
ス
・
期
名
簿
の
管
理

　

☆
総
会
や
会
議
へ
の
出
席

　

☆
以
後
三
年
間
の
「
青
嵐
」
配
布

　

☆
本
部
と
の
諸
連
絡
、
等
で
す
。

　

お
互
い
の
情
報
を
密
に
し
て
、
自
主

的
な
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

卒
業
後
３
年
間
の
同
窓
会
活
動
に
つ

い
て
は
、
左
記
の
先
生
方
が
ご
担
当
で

す
。
必
要
が
あ
れ
ば
連
絡
し
て
、
指
示

を
受
け
て
下
さ
い
。

　

73
期（
高
１
）　
・
田
中　

直
樹
先
生

　

72
期（
高
２
）　
・
植
木　

大
輔
先
生

　

71
期（
高
３
と
中
３
）

　
　
　
　
　
　
　
・
里　
　

海
譲
先
生

＊
73
期
ク
ラ
ス
幹
事
の
皆
さ
ん
へ

　
 

同
窓
会
総
会
（
６
／
６
）
で
先
輩
の
皆

さ
ん
に
ご
紹
介
の
予
定
が
中
止
と
な
り

残
念
で
す
。
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
次
の
機

会
に
元
気
で
会
い
ま
し
ょ
う
。

学校長

小林　和幸

～
校
長
挨
拶
～

新
会
長
紹
介

　
　

緒
方 

將
隆 

氏
（
24
期
）

　

転
入
生
で
一
中
在
学
は
３
年
生

の
１
年
間
だ
け
で
し
た
が
、
そ
の

後
縁
あ
っ
て
母
校
の
教
員
と
し
て

９
年
間
勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
退
職
後
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の

先
輩
で
も
あ
る
前
会
長
の
佐
々
木

さ
ん
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

同
窓
会
役
員
と
し
て
再
び
母
校
と

関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
喜
ん
で
い

ま
す
。
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勝
川
先
生
と
の
出
会
い
は
、
中
学

１
年
の
時
。熱
意
に
あ
ふ
れ
、
大
き
な

声
で
明
快
に
説
か
れ
る
理
科
の
授
業

は
分
か
り
や
す
く
、
大
変
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。特
に
夏
休
み
課
題
の
こ

と
は
強
く
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。

　

当
時
の
私
は
昆
虫
少
年
で
捕
獲
が

難
し
い
が
大
変
美
し
い
オ
オ
ム
ラ
サ

キ（
国
蝶
）を
手
に
入
れ
る
べ
く
、
前

年
の
冬
か
ら
何
日
も
能
勢
の
山
に
入

り
、
幼
虫
を
求
め
て
榎
の
落
ち
葉
の

裏
を
探
し
回
っ
て
い
た
。や
っ
と
見

つ
け
て
持
ち
帰
り
、
２
ヶ
月
間
餌
を

与
え
続
け
て
飼
育
し
、
さ
な
ぎ
か
ら

孵
化
す
る
成
虫
を
手
に
入
れ
る
こ
と

に
成
功
し
た
。そ
の
過
程
を
絵
に
し

て
、課
題
提
出
を
行
っ
た
。

　

先
生
は
、
昆
虫
の
一
生
の
生
態
を

克
明
に
観
察
し
た
こ
と
を
大
層
評
価

さ
れ「
将
来
は
、
科
学
者
を
目
指
せ
ば

　

私
達
３
期
生
は
箕
面
中
学（
現
：
一

中
）の
創
立
と
同
時
に
入
学
し
た
。

　

校
舎
は
箕
面
小
の
東
館
を
借
り
、
職

員
室
は
校
庭
の
南
西
に
あ
っ
た
。学
生

服
姿
の
先
山
先
生
が
、
出
席
簿
を
片
手

に
校
庭
を
横
切
っ
て
来
ら
れ
る
光
景

　

ご
夫
婦
共
に
、
美
術
を
教
え
ら
れ
作

品
制
作
も
続
け
て
お
ら
れ
た
と
伺
っ

て
い
ま
す
。心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。

　

勝
川
文
比
古
先
生
は
池
中（
池
高
の

前
身
）の
四
年
先
輩
で
あ
る
。卒
業
後
、

陸
軍
士
官
学
校
に
進
ま
れ
た
が
敗
戦

で
廃
校
に
。大
農
専（
今
の
府
大
）を
経

て
、
箕
面
中
学
の
理
科
の
先
生
と
な
ら

れ
た
。教
師
の
殆
ど
が
二
十
代
で
混
乱

期
だ
っ
た
が
、
一
中
の
基
礎
が
築
か
れ

た
時
代
で
あ
る
。ヤ
ン
チ
ャ
な
生
徒
も

多
か
っ
た
が
、
勝
川
先
生
が
生
徒
を
怒

鳴
っ
た
り
体
罰
を
加
え
た
り
さ
れ
て
い

る
姿
を
見
た
こ
と
が
な
い
。い
つ
も
ニ
コ

ニ
コ
と
物
静
か
な
態
度
で
終
始
指
導
に

あ
た
ら
れ
た
。後
に
生
徒
指
導
主
事
な

ど
を
歴
任
さ
れ
た
が
、
そ
の
姿
勢
は
変

わ
る
こ
と
な
く
、
ず
っ
と
続
け
ら
れ
た

の
に
は
頭
が
下
が
る
。

　

十
三
期
生
担
任
の
頃
、植
山
・
大
沢
・

勝
川
等
の
先
生
方
と
四
国
を
旅
し
た
。

徳
島
で
は
勝
川
先
生
の
ご
親
戚
に
振

り
を
教
わ
っ
て〝
阿
波
踊
り
〟に
繰
り
出

し
た
。い
つ
の
間
に
か
後
に
長
い
行
列

が
で
き
、そ
の
ま
ま
審
査
員
席
の
前
へ
。

「
大
阪
ガ
ン
バ
レ
！
」等
の
声
援
に
、
一

同
い
い
気
に
な
っ
て
踊
っ
た
と
い
う
茶

目
っ
気
も
持
っ
て
お
ら
れ
た
。ご
趣
味

も
卓
球（
部
顧
問
）に
歌
、
ダ
ン
ス
と
幅

広
く
ご
堪
能
で
あ
っ
た
。

　

二
中
で
も
生
徒
指
導
を
担
当
さ
れ
後

　

昨
年
八
月
先
山
賢
先
生
が
享
年

九
十
三
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
箕
面
の
お
生
ま
れ
で
私
と

は
小
学
・
中
学
の
同
窓
で
し
た
。昭
和

二
十
二
年
四
月
、
箕
面
村
・
萱
野
村
・

学
校
組
合
立
新
制
箕
面
中
学
校
が
誕
生

し
た
。箕
面
小
学
校
の
西
南
の
一
角
に
佇

む
木
造
の
旧
家
政
女
学
校
の
一
室
で
、友

廣
校
長
先
生
以
下
十
数
名
の
教
員
の
顔

合
わ
せ
を
兼
ね
た
第
一
回
目
の
職
員
会

議
が
行
わ
れ
た
際
、
先
山
先
生
も
教
員

の
一
人
と
判
り
、声
を
上
げ
て
手
を
握
り

合
っ
た
事
が
思
い
出
さ
れ
、涙
を
堪
え
き

よ
い
」と
示
唆
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

当
時
の
私
は
美
術
部
に
属
し「
将
来

は
美
大
に
」と
明
言
し
て
い
た
の
で

す
が
、そ
の
後
親
の
反
対
を
受
け
、高

校
で
は
生
物
部
に
所
属
、
大
学
は
理

学
部
に
進
み
、
更
に
理
学
研
究
科
物

理
学
研
究
者
と
な
っ
て
定
年
。結
局

先
生
の
示
し
て
下
さ
っ
た
道
を
歩

み
、80
歳
を
超
え
た
所
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
私
の
科
学
研
究
者

と
し
て
の
活
動
は
、
勝
川
先
生
の
中

学
で
の
理
科
の
ご
指
導
に
あ
っ
た
、

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

勝
川
先
生
の
ご
冥
福
を
、
心
よ
り

お
祈
り
致
し
ま
す
。

（
７
期
・
小
松
晃
雄
）

に
池
田
の
府
教
委
に
異
動
さ
れ
た
そ
の

間
色
々
と
お
世
話
に
な
っ
た
。

　

卒
業
生
の
同
窓
会
で
同
席
す
る
こ
と

も
多
く
昔
話
を
よ
く
し
た
が
、
近
年
は

年
賀
状
の
交
換
程
度
で
あ
っ
た
。昨
秋
、

年
賀
状
準
備
の
時
期
に
な
り
勝
川
先
生

の
訃
報
を
知
り
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。し
か

し
お
互
い
に
年
だ
か
ら
来
る
べ
き
も
の

が
来
た
。他
に
も
多
く
の
友
人
を
亡
く

し
て
い
る
の
で
、そ
う
驚
く
こ
と
で
は
な

い
の
か
も
知
れ
な
い
。あ
と
は
先
生
の

霊
よ
安
か
れ
と
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。

「
先
生
、
私
も
す
ぐ
参
り
ま
す
の
で
、
そ

の
時
は
宜
し
く
ご
指
導
下
さ
い
」

合
掌

（
至
ら
ぬ
後
輩
・
池
田
孝
司
・
拝
）

が
、
今
も
目
に
浮
か
ぶ
。ま
た
穏
や
か
で

話
し
か
け
る
よ
う
に
教
え
て
下
さ
っ
た

国
語
の
授
業
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。今
か

ら
思
え
ば
、
先
生
の
お
人
柄
が
滲
み
出

て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

先
生
は
一
中
ご

退
職
後
、
大
学
に

進
学
さ
れ
た
が
、

温
か
く
お
優
し

か
っ
た
先
生
と
の

出
会
い
は
、
新
中

学
生
だ
っ
た
私
達

に
は
大
変
印
象
的

だ
っ
た
。２
年
間
、

国
語
を
教
え
て
頂

い
た
だ
け
な
の
に
、
先
山
先
生
と
の
交

流
は
文
芸
部
部
長
だ
っ
た
Ｎ
君
を
中
心

に
以
後
70
年
近
く
も
続
い
て
き
た
。

　

し
か
し
昨
年
６
月
に
Ｎ
君
が
、
夏
に

は
先
山
先
生
が
、相
次
い
で
旅
立
っ
て
し

ま
わ
れ
た
。あ
の
時
代
を
共
に
語
り
合

え
る
機
会
が
ま
た
減
っ
て
し
ま
い
、大
変

寂
し
い
思
い
で
す
。〝
先
生
、Ｎ
君
達
が
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
か
？
そ
ち
ら
の
３
期

生
達
と
ご
ゆ
っ
く
り
語
り
合
っ
て
下
さ

い
〟ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
３
期
生
方
か
ら
聞
き
取
り
）

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

三
期
生
の
皆
さ
ん
は
、
先
山
先
生
の

あ
の
温
厚
な
笑
顔
と
蘊
蓄
あ
る
国
語
の

授
業
を
、こ
の
間
の
よ
う
に
鮮
明
に
思
い

出
さ
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

　

新
文
芸
部
の
顧
問
も
さ
れ
２
年
後
に

ご
退
職
。驚
き
ま
し
た
が
、
心
に
期
す
る

も
の
が
あ
っ
た
の
か
、関
西
学
院
大
学
へ

と
進
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
学
で
は
驚
い
た
事
に
、日
本
で
コ
ー

ラ
ス
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
関
学
合
唱
団

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
パ
ー
ト
は

テ
ナ
ー
だ
っ
た
と
か
。

　

関
学
ご
卒
業
後
は
、
帝
塚
山
学
院
高

校
、大
谷
女
子
大
の
教
員
を
経
て
、関
西

社
会
福
祉
専
門
学
校
の
校
長
を
務
め
ら

れ
、
平
成
十
三
年
に
退
職
さ
れ
た
と
の

事
で
す
。

　

先
生
の
ご
自
宅
は
河
内
長
野
市
で
お

会
い
し
た
の
は
数
回
で
し
た
が
、そ
の
際

の
話
題
は
、
箕
面
中
の
思
い
出
ば
か
り

で
し
た
。年
賀
状
は
欠
か
さ
ず
交
換
し

て
お
り
ま
し
た
が
、片
隅
に
は
、箕
面
中

教
員
時
代
の
思
い
出
話
が
短
文
で
書
い

て
あ
り
ま
し
た
。も
う
そ
れ
に
も
お
目

に
か
か
れ
ま
せ
ん
。何
と
も
寂
し
い
限

り
で
す
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

　
（
旧
職
員　

黒
澤（
川
浪
）坦
・
記
）

恩
師
訃
報

先
山
先
生
と
の
思
い
出

勝
川
先
生
の
思
い
出

勝川文比古  先生
理科・卓球部顧問

一中ご在職
Ｓ26. ２～Ｓ41. ３

先山　賢  先生
国語科・文芸部顧問

一中ご在職
Ｓ22. ４～Ｓ24. ４

西山佐枝子  先生
美術科
一中ご在職

Ｓ49. ４～Ｓ51. ３

勝
川
文
比
古
先
生
を
偲
ん
で

先
山 

賢
先
生
を
偲
ん
で

Ｈ15年��先山先生を囲む会・前列中央が先生
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'19
年
６
月
15
日

（
土
）
Ｐ
Ｍ
２
時

よ
り
母
校
４
階
多

目
的
室
に
て
同
窓
会

「
青
嵐
会
」
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

藪
田
顕
子
さ
ん

（
39
期
）
の
司
会
で

小
林
和
幸
新
校
長

の
挨
拶
と
報
告
、

佐
々
木
弘
同
窓
会

会
長
の
挨
拶
と
報

告
後
、
議
事
進
行
。

各
議
案
も
承
認
頂

き
、
総
会
第
２
部
へ
。

「
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

　

吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
演

奏
、
８
名
の
方
々
に
参
加
頂
き

ま
し
た
。
皆
様
、
い
つ
も
楽
し

い
ひ
と
時
を
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

「
台
風
被
害
か
ら
の
復
旧
へ
向
け
て
」

　

瀧
安
寺
副
住
職
の
山
本
昌
弘

氏
（
46
期
）。
平
成
30
年
９
月
の

台
風
21
号
の
暴
風
の
為
、
倒
木

等
で
甚
大
な
被
害
に
遭
わ
れ
た

建
物
の
様
子
が
映
像
で
紹
介
さ

れ
て
、
改
め
て
被
害
の
大
き
さ

に
び
っ
く
り
！
箕
面
の
観
光
名
所

で
も
あ
る
瀧
安
寺
。
多
く
の
皆

様
の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。

「
母
校
吹
奏
楽
部
演
奏
」

　

新
顧

問
・
上
野

先
生
の
指

揮
で「
い
い

日
旅
立
ち
」

「
風
に
な

り
た
い
」

な
ど
耳
慣

れ
た
曲
の

他
、
ア
ン

コ
ー
ル
で

は
懐
か
し

い
「
ヤ
ン
グ
マ
ン
」
も
。
保
護
者

も
大
勢
来
て
下
さ
り
、
共
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
６
月
15
日（
土
）母
校

で
令
和
最
初
の
青
嵐
会
総
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
あ
わ

せ
て
恒
例
の
同
期
会
を
、
夕
方
よ

り
百
楽
荘
の「
ま
さ
は
ん
亭
」で
開

催
し
12
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
１
月
に
は
新
年
会
を
開

き
、
さ
ら
に
関
東
で
も
、
昨
年
11

月
に
は
関
東
地
区
同
期
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
と
、
い
ず
れ
も

　

18
期
で
は
毎
年
２
回
、
総
会
日

と
年
末
に
ミ
ニ
同
期
会
を
催
し
て

い
る
。
第
17
回
は
６
月
15
日
（
土
）

に
令
和
初
の
ミ
ニ
同
期
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

総
会
参
加
の
後
「
磯
よ
し
本
店
」

に
22
名
が
参
加
し
た
。
丁
度
皆
さ

ん
満
70
歳
の
古
希
を
迎
え
た
人
、

未
だ
の
人
で
の
会
と
な
り
ま
し
た
。

70
歳
は
、
未
だ
気
持
は
若
い
が
結

構
ズ
シ
ッ
と
く
る
年
齢
数
字
な
の
で

「
私
は
未
だ
60
代
で
す
」な
ど
と
話
は

「
お
楽
し
み
抽
選
会
」

　

吹
奏
楽

部
の
在
校
生

も
加
わ
っ
て

新
卒
の
ク
ラ

ス
幹
事
が
仕

切
っ
て
く
れ

た
抽
選
会
。

若
者
達
の
歓

声
の
中
で
無

事
に
終
了
。

多
く
の
景
品
を
提
供
頂
い
た
同
窓

生
の
皆
様
、
今
回
も
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
ま

た
、
中
３
の
時

に
あ
っ
た
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
'20
年
に
、
５

年
後
に
は
大

阪
万
博
も
あ
る

の
で
、
当
時
の

思
い
出
話
が
尽

き
ま
せ
ん
。
ま
さ
か
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

も
万
博
も
、
２
回
見
る
こ
と
が
出
来

よ
う
と
は
、
当
時
予
想
も
し
な
か
っ

た
こ
と
で
「
や
は
り
健
康
で
長
生
き

し
な
い
と
い
け
な
い
な
ー
」
と
の
皆

の
意
見
で
し
た
。

　

年
末
の
第
18
回
は
12
月
14
日

（
土
）夜
、「
磯
よ
し
箕
面
市
役
所
店
」

に
て
24
名
で
開
催
。
会
場
も
広
く

テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
、
恩
師
の
思
い

出
・
初
恋
や
恋
愛
話
、
ま
た
健
康

の
話
等
で
盛

り
上
っ
て
約
３

時
間
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過

ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

次
回
同
期

会
で
は
、
よ

り
多
く
の
皆

さ
ん
と
お
会

い
出
来
る
こ

と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。（

木
下
善
生
・
記
）

毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一

度
、
顔
見
せ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

案
内
は
、「
青
嵐
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
期
別
告
知
板
」
や
「
メ
ー
ル
」

で
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様

に
連
絡
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
下
記
の
青
嵐
会
13
期

の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
連
絡
先
ア

ド
レ
ス
と
氏
名
な
ど
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

seiran-13@googlegroups.com
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令
和
元
年
11

月
２
日
（
土
）
に

「
丸
の
内
ポ
ー
ル

ス
タ
ー
」
に
て
恒

例
の
掲
題
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
佐
々

木
会
長
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、

過
去
最
高
の
21

名
が
集
う
会
合

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
４
期

生
か
ら
32
期
生

ま
で
の
幅
広
い
年

代
の
方
々
が
集

い
、
初
参
加
の
５

名
が
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

午
後
５
時
半
か
ら
の
会
議
で
は

先
ず
、
佐
々
木
会
長
か
ら
「
箕

面
一
中
の
近
況
」
に
つ
い
て
、

２
０
１
９
年
度
の
総
会
や
第
７

回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
開
催
状

況
な
ど
が
説
明
さ
れ
、「
箕
面
市

の
近
況
」
で
は
、
北
大
阪
急
行

延
伸
工
事
の
状
況
や
防
犯
カ
メ
ラ

１
，９
０
０
台
が
稼
働
す
る
「
安

心
安
全
の
街
」、
中
学
３
年
生
の

英
検
３
級
の
割
合

が
約
80
％
に
達
す
る

「
教
育
の
街
」
箕

面
と
い
う
郷
里
の

話
題
に
は
皆
さ
ん

び
っ
く
り
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
の

台
風
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
瀧
安

寺
の
再
興
支
援
要

請
に
は
、
出
席
者

全
員
が
寸
志
の
提

供
を
申
し
出
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
各
期
代

表
者
か
ら
、
各
期

の
活
動
状
況
等
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
年
も
多
く
の
期
で

関
東
地
区
同
期
会
を
開
催
し
て

い
る
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

関
東
支
部
の
今
後
の
活
動
は
、

縦
軸
と
な
る
「
期
幹
事
等
連
絡

会
」
と
、
横
軸
と
な
る
「
各
期

同
期
会
」
の
開
催
が
中
心
と
な

り
ま
す
が
、
こ
の
５
年
間
活
動
し

て
き
た
現
関
東
支
部
役
員
体
制

の
見
直
し
が
、
関
東
支
部
長
よ

青
嵐
会
関
東
支
部
・
期
幹
事
等
連
絡
会
の
開
催

関
東
支
部
長
・
松　

本　
　
　

彰
（
18
期
）

　

6
0
3
号
法
廷
。
裁
判
長
入

廷
。『
被
告
を
３
年
６
か
月
に
処

す
る
。勾
留
2
0
0
日
を
こ
れ
に

算
入
す
る
』と
判
決
の
言
い
渡

９
期「
歴
史
の
会
」

仏
像
は
見
る
角
度
を
変
え
て

し
。被
告
人
は
再
び
手
錠
を
さ
れ

退
廷
。静
か
な
廷
内
は
、
手
錠
の

金
属
音
だ
け
が
響
い
て
い
ま
し

た
。大
阪
高
等
裁
判
所
の
傍
聴
で

す
。

　

奈
良
秋
篠
寺
。ご
住
職
の
話
。

『
書
籍
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
仏
像

に
は〝
影
〟が
な
い
。昔
は
ろ
う
そ

く
に
照
ら
さ
れ
、
風
の
影
響
で
炎

が
揺
れ
、
仏
像
の
影
と
共
に
仏

と
そ
の
実
感
が
生
ま
れ
た
。た
だ

単
に（
仏
像
に
）手
を
合
わ
せ
る

だ
け
で
は
だ
め
。一
つ
の
仏
像
を

い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
見
て
ほ
し

い
。』

　

大
師
信
仰
中
心
、高
野
山
。〝
中

門
〟が
再
建
さ
れ
て
完
全
な
状
態

と
な
っ
た
壇
上
伽
藍
を
参
拝
。亀

の
瀬
地
す
べ
り
資
料
室
が
大
和

川
上
流
に
完
成
し
、
同
時
に
完
工

し
た
対
策
工
事
現
場
も
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

西
洋
の
花
を
求
め
長
居
植
物

園
と
、咲
く
や
こ
の
花
館
へ
も
足

を
伸
ば
し
て
観
賞
し
ま
し
た
。

　

長
浜
盆
梅
展
の
帰
り
。1
個

4
7
0
円
の〝
近
江
牛
ま
ん
〟を

目
に
し
、
私
達
年
金
生
活
者
に
は

ぜ
い
た
く
す
ぎ
る（
？
）と
心
に

思
い
つ
つ
も
口
に
し
て
帰
阪
し

ま
し
た
。

　

こ
こ
に
年
３
回
催
さ
れ
る
歴

史
の
会
の
一
部
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　
　
（
９
期
・
鈴
木
肇
・
記
）

　

９
月
14
日
当
日
は
、
25
名
が
集

い
、
自
己
申
告
の
滞
在
予
定
時
間

を
大
幅
に
超
え
て
、
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。開
催
時
間

も
、
14
時
〜
20
時
の
予
定
で
し
た

が
、
後
片
付
け
も
含
め
て
22
時
ま

で
、
付
き
合
っ
て
い
た
だ
い
た
方

も
10
名
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

楽
し
い
会
話
、
美
味
し
い
食
事
、

生
ビ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
、
豪
華
景
品

ビ
ン
ゴ
大
会
、
卓
球
な
ら
ぬ
ピ
ン

ポ
ン
、
自
由
に
楽
し
め
た
カ
ラ
オ

ケ
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。次
回
３
月
７
日
の
再
会
を
約

し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
（
佐
々
木　

弘
・
記
）

22
期
幹
事
会
け
や
き
の
会
９
月
例
会

り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
は
、
午
後
６
時

半
か
ら
懇
親
会
が
あ
り
、
例
年

同
様
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
の
中
で
出
席
者
間
の
話
も

弾
み
、
充
実
し
た
楽
し
い
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
開
催
日
で
あ
る
令
和

２
年
11
月
７
日
（
土
）
に
、
参

加
者
の
再
会
を
約
し
て
、
散
会

と
な
り
ま
し
た
。

高野山・再建された中門をバックに　2018.11

西小コミセンにて
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令
和
元
年
11
月
23
日（
土
）〝
風

の
杜
〟に
て
第
７
回
同
期
会
を
開

催
。恩
師
の
平
岩
先
生
、
三
好
先

生
、谷
垣
先
生
に
ご
出
席
頂
き
、６

名
も
の
初
参
加
の
方
を
含
む
計
60

名
の
同
期
生
が
各
地
か
ら
集
合
し

ま
し
た
。

　

ま
ず
８
月
に
旅
立
た
れ
た
勝
川

先
生
は
じ
め
同
期
生
13
名
の
ご

冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
を
行
い
ま
し

た
。平
岩
先
生
の「
乾
杯
」の
ご
発

声
に
よ
り
、懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
。

　

先
生
方
に
は
３
年
時
の
ご
担

任
ク
ラ
ス
席
に
て
、
当
時
の
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
て
貰
い
ま
し

た
。ま
た
中
盤
に
は
、恩
師
と
初
参

加
の
皆
さ
ん
に
近
況
報
告
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。そ
の
ど
れ
も
が
意

義
の
あ
る
興
味
深
い
お
話
ば
か
り

で
、
皆
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。や
が
て
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で

更
に
話
の
輪
が
広
が
り
、
卒
後
56

年
の
歳
月
を
忘
れ
会
場
全
体
が
中

学
時
代
に
戻
っ
て
、
他
の
会
合
で

は
味
わ
え
な
い
和
や
か
で
楽
し
い

雰
囲
気
に
包
ま
れ
、
何
か
不
思
議

な
感
じ
が
し
ま
し
た
。こ
れ
も
中

学
仲
間
の
集
い
の
な
せ
る
技
か
？

　

瞬
く
間
の
３
時
間
で
し
た
が
、

「
次
回
は
節
目
の
75
歳
時（
令
和

４
年
11
月
に
予
定
）に
集
ま
り
ま

し
ょ
う
」と
い
う
幹
事
の
呼
び
か

　

卒
業
30
周
年
記
念
の
同
窓
会

で
意
気
投
合
し
た
ゴ
ル
フ
好
き

の
面
々
が
平
成
元
年
か
ら
年
４

〜
６
回
の
12
期
ゴ
ル
フ
の
会
を

始
め
ま
し
た
。（
ゴ
ル
フ
の
会
は

平
成
17
年
に
１
０
０
回
記
念
を

以
て
発
展
解
消
）

　

こ
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に

ゴ
ル
フ
を
し
な
い
方
々
も
交

え
て
新
年
会
を
開
催
す
る
事
に

な
り
、
以
降
30
年
毎
年
50
名
前

後
の
参
加
を
得
て
開
催
し
て

い
ま
す
。（
４
年
前
か
ら
は
「
観

桜
会
」
と
し
て
４
月
初
旬
に
開

催
）
一
方
、
当
会
で
は
12
年
前

か
ら
毎
月
「
歩
こ
う
会
」
を
開

催
、
１
０
８
回
を
迎
え
て
毎
回

16
期
第
７
回
同
期
会
報
告

高
地
定
番
の
景
色
が
最
高
。
梓

川
沿
い
を
河
童
橋
ま
で
約
２
時

間
の
散
策
で
皆
さ
ん
よ
く
歩
い

た
。
再
び
バ
ス
で
、
宿
泊
地
白
馬

へ
。
２
日
目
も
快
晴
。
こ
れ
よ
り

立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
へ
。

扇
沢
か
ら
関
電
ト
ン
ネ
ル
バ
ス
で

富
山
県
の
黒
部
ダ
ム
へ
。
皆
で
堰

堤
を
散
策
。
地
下
の
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
、
立
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
・
立

山
ト
ン
ネ
ル
バ
ス
と
乗
り
継
ぎ
室

堂
へ
。
標
高
2
4
5
0
ｍ
は
景
色

が
一
転
、
真
っ
白
で
陽
射
し
が
眩

し
い
。
昼
食
後
は
旅
の
メ
イ
ン
、

雪
の
大
谷
ウ
ォ
ー
ク
へ
。
快
晴
の

中
雪
の
壁
を
満
喫
し
た
。
室
堂
へ

戻
っ
て
、一
路
大
阪
へ
。
少
し
ハ
ー

ド
な
行
程
だ
っ
た
が
、
１
泊
２
日

の
楽
し
い
旅
で
し
た
。
又
会
え
る

の
を
楽
し
み
に
…
。

（
市
川
儀
富
・
記
）

ま
す
。
昨

年
は
上
高

地
、
今
年

は
白
馬
に

連
泊
で
出

か
け
ま
し

た
。
最
近

参
加
者
減

少
気
味
、

皆
さ
ん
の

積
極
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

来
年
は
、
熱
心
に
ご
参
加
頂

い
た
谷
垣
・
南（
稲
地
）両
先
生
の

米
寿
と
12
期
生
の
喜
寿
を
祝
う

華
や
か
な
宴
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
覚
前
隆
一
・
記
）

10
名
前
後
が
参
加
、
史
跡
巡
り

や
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い

次
の
第
８
回
16
期
同
期
会
は

令
和
４
年
10
月
20
日（
木
）

「
風
の
杜
」に
て
開
催
予
定
で
す
！

（
詳
細
は
同
年
春
発
行
の「
青
嵐
」誌
上
に
掲
載
）�

お
問
い
合
わ
せ
は
期
幹
事
ま
で

吉
治　

仁
孝

　
T
E
L　

石
田（
中
網
）良
美

　
T
E
L　

１
０
２
８
―
２
８
５
７

☆�

皆
さ
ま
、多
数
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

け
に
、
全
員
が
賛
同
の
拍
手
！
最

後
に
、
一
中
校
歌
を
声
高
ら
か
に

歌
っ
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
次
会
は
駅
近
く
の〝
魚
民
〟

で
。こ
こ
で
も
20
名
余
が
参
加
し

て
盛
り
上
が
り
、
再
会
を
約
束
し

ま
し
た
。

（
吉
治
仁
孝
・
記
）

　

昨
年
５
月
11
日
、
今
回
は
ツ

ア
ー
を
利
用
し
た
ク
ラ
ス
旅
行

を
計
画
。
参
加
は
女
性
６
名
男

性
４
名
。
茶
屋
町
集
合
、
バ
ス
に

乗
り
込
み
出
発
。
東
海
北
陸
自

動
車
道
を
上
高
地
へ
。
昼
食
は
車

中
で
、
大
正
池
前
に
て
降
車
。
河

原
に
降
り
立
つ
と
快
晴
の
空
。
上

10
Ａ「
ガ
ブ
ロ
会
」報
告

12期 一年一会で30年

先生方を囲んで“風の杜”にて
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会
人
と
大
学
生
の
二
人
が
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。私
も
84
才
に
な
り

ま
す
が
毎
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

▽
印
藤　

五
一（
５
期
）

　

私
は
５
期
生
で
す
。校
舎
は
様
変

わ
り
し
て
い
ま
す
が
箕
面
中
学
3
年

1
学
期
に
体
育
時
の
飛
び
台
で
左
腕

骨
折
。石
橋
の
接
骨
院
に
連
れ
て
行

か
れ
て
後
面
倒
見
は
一
切
な
し
。左
手

を
首
か
ら
吊
っ
た
状
態
で
学
校
放
送

機
器
の
操
作
を
し
、
夏
休
み
は
映
写

機
を
リ
ヤ
カ
ー
に
積
ん
で
町
内
の
映

画
会
に
参
加
。2
学
期
は
結
核
に
な

り
全
休
。年
が
明
け
て
出
席
し
た
が

数
学
な
ど
は
全
く
分
か
ら
ず
苦
労
し

た
。卒
業
写
真
に
も
私
が
居
ず
名
簿

に
も
載
っ
て
い
な
い
が
、卒
業
証
書
は

頂
き
ま
し
た
。「
青
嵐
会
」よ
ろ
し
く
。

▽
谷
津（
桐
畑
）祥
代（
５
期
）

　

コ
ー
ラ
ス
50
年
間
。太
極
拳
15
年

い
つ
迄
続
け
ら
れ
る
か
な
と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
す
。

▽
根
来（
皆
木
）佐
紀
子（
８
期
）

　

根
来
佐
紀
子（
皆
木
）こ
と
平
成

31
年
4
月
13
日
亡
く
な
り
ま
し
た

こ
と
を
連
絡
し
ま
す
。今
ま
で
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
宮
下　

秀
雄（
８
期
）

　

米
３
反
半
つ
く
り
な
が
ら
、合
唱
団

（
団
員
32
名
）の
団
長
を
し
て
い
ま
す
。

▽
久
保
田　

芳
誉（
８
期
）

　
「
青
嵐
」作
成
、発
行
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。引
き
続
き
購
読
を
希
望
し

ま
す
。第
10
期
昭
和
30
年（
１
９
５
５

▽
亀
岡　

孝
三
郎（
３
期
）

　

今
回
お
送
り
い
た
だ
い
た「
青

嵐
」55
号
で
恩
師
先
山
先
生
の
短
信

を
な
つ
か
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。今

後
の
末
永
き
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
注
：
残
念
で
す
が
先
山
賢
先
生
は

昨
夏
に
ご
逝
去
→
３
面
）

▽
大
久
保（
八
田
）康
子（
３
期
）

　

戦
後
満
洲
國
よ
り
引
揚
げ
て
来

て
最
初
入
学
し
た
の
が
父
親
の
故

郷
の
箕
面
中
で
し
た
。畑
の
畦
道
を

牧
落
の
校
舎
迄
歩
き
ま
し
た
。半
世

紀
以
来
の
昔
懐
か
し
い
思
い
出
深

い
母
校
で
す
。ま
す
ま
す
の
会
の
発

展
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

▽
溝
淵　

汎
子（
３
期
）

　

お
世
話
に
な
り
ま
す
。毎
回
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▽
白
石　

節
子（
３
期
）

　

新
稲
の
学
び
舎
を
巣
立
っ
て
70
年

経
ち
ま
し
た
。い
つ
の
間
に
そ
ん
な

時
間
が
流
れ
た
の
か
と
い
う
思
い
の

中
、大
病
も
し
な
い
で
こ
こ
ま
で
生
か

さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

残
り
の
人
生
の
無
事
を
願
い
乍
ら
、

台
所
で
食
育
に
励
み
大
切
な
日
々
を

過
ご
し
て
い
る
昨
今
で
す
。母
校
の

更
な
る
発
展
を
祈
念
し
て
居
り
ま
す
。

▽
関　

一（
肇
）（
４
期
）

　

孫
が
一
中
を
卒
業
し
今
で
は
社

会
員
短
信 

⑴

▽
盛　

治
雄
先
生（
英
語
科
）

　

役
員
・
幹
事
の
皆
様
の
ご
苦
労

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
小
寺
知
子
先
生（
理
科
・
16
期
）

　

正
月
明
け
、
突
然
の
森
源
司
氏

の
訃
報
に
は
誰
も
が
耳
を
疑
い
ま

し
た
。
常
任
委
員
と
し
て
50
年
。

多
方
面
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
る
一

方
、
献
血
で
表
彰
を
受
け
る
な
ど

「
青
嵐
会
」
を
見
守
り
土
台
か
ら
温

か
く
支
え
続
け
た
方
で
し
た
。
会

議
の
度
に
寂
し
さ
が
募
り
ま
す
。

長
い
間
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。ど
う
ぞ
安
ら
か
に
！　
（
合
掌
）

恩
師
短
信

恩
師
短
信

年
）卒
、Ｃ
組
。千
葉
在
住
。

▽
江
川（
安
威
）才
夜
子（
９
期
）

　

25
年
頑
張
っ
た
お
店
を
辞
め
、

ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り
過
ご
し
て
い

ま
す
。「Jazz Shop N

ew
 Port

」で

ご
支
援
頂
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
森
田（
中
井
）三
四
子（
９
期
）

　

元
気
で
好
き
な
事
し
て
お
り
ま
す
。

▽
籠
尾（
中
島
）千
代
子（
９
期
）

　

毎
回
同
窓
会
か
ら
色
々
な
御
報

告
を
い
た
だ
き
嬉
し
い
限
り
で

す
。先
日
も
東
京
の
同
窓
会
か
ら

楽
し
い
知
ら
せ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。私
方
は
年
間
15
回
程
旅
行
を
し

て
い
ま
す
。い
つ
も
シ
ン
グ
ル
ラ
イ

フ
を
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た

が
今
後
は
日
帰
り
で
す
。

▽
広
瀬　

省
二（
９
期
）

　

い
つ
も
楽
し
み
に
拝
読
し
て
お

り
ま
す
。令
和
に
な
り
ま
し
た
が
今

後
共
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
松
原　

寛
直（
９
期
）

　

遠
く
北
海
道
ま
で
青
嵐
が
届
け

ら
れ
ま
し
た
。こ
の
頃
妙
に
箕
面
市

で
過
ご
し
た
学
生
時
代
が
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。こ
れ
も
歳

の
所
為
で
し
ょ
う
か
？
私
は
ボ
ケ

防
止
と
健
康
の
為
拙
宅
近
く
の
野

幌
森
林
公
園
の
中
を
ほ
ぼ
毎
日
平

均
約
８
㎞
前
後
散
策
し
て
居
り
ま

す
。屡
々
姿
を
見
せ
る
エ
ゾ
フ
ク
ロ

ウ
や
ク
マ
ゲ
ラ
と
の
出
会
い
が
楽

し
み
で
す
。青
嵐
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
元
年
11
月
３
日（
日
・
祝
）、新

阪
急
ホ
テ
ル「
月
の
間
」に
て
28
期
生

の
還
暦
同
期
会
が
開
催
さ
れ
、卒
業
生

２
４
２
名
の
う
ち
45
名
が
出
席
し
旧

交
を
温
め
ま
し
た
。

　

岡
山
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
い
た
恩

師
の
副
島
先
生
は
乾
杯
の
御
挨
拶
の

中
で「
健
康
と
仲
間
の
大
切
さ
」を
改

め
て
私
た
ち
に

教
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

お
い
し
い
食

事
を
と
り
な

が
ら
、
懐
か
し

い
友
達
と
思
い

出
話
に
花
を

咲
か
せ
た
り
、

近
況
報
告
を

し
合
っ
た
り

し
ま
し
た
。ま

た
、
自
称
ジ
ュ

28
期
還
暦
記
念
同
期
会

リ
ー
の
司
会
進
行
の
も
と
、
修
学
旅

行
の
思
い
出
を
ク
イ
ズ
形
式
で
振
り

返
っ
た
り
、ラ
ジ
オ
体
操
を
し
た
り
、

男
女
ペ
ア
に
な
っ
て
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
を
し
た
り
し
ま
し
た
。周
り
を
見
渡

せ
ば
全
員
が
真
剣
な
表
情
で
ラ
ジ
オ

体
操
を
し
て
い
て
、
素
直
で
真
面
目

な
学
年
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

し
た
。一
方
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
グ
ダ

グ
ダ
で
、「
久
し
ぶ
り
に
男
女
仲
良
く

触
れ
合
い
の
時
間
が
持
て
た
ら
」と
い

う
幹
事
さ
ん
た
ち
の
願
い
も
む
な
し

く
、
パ
ー
ト
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
も
ま
ま
な

ら
な
い
状
態
で
し
た
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
楽
し
い
３
時
間

は
過
ぎ
て
し
ま
い
、「
ま
た
、次
も
絶
対

に
元
気
に
逢
い
ま
し
ょ
う
」と
約
束
を

交
わ
し
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。お
土

産
に
い
た
だ
い
た
も
み
じ
の
て
ん
ぷ

ら
を
お
い
し
く
味
わ
い
な
が
ら
、み
ん

な
で
撮
影
し
た
記
念
写
真
を
眺
め
、改

め
て
友
達
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し

た
同
期
会
で
し
た
。

（
登（
今
西
）正
子
・
記
）
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箕
面
市
東
支
所
近
く
の
住
宅
街
。

お
庭
に
は
松
、
段
杉
な
ど
が
端
正
に

植
え
ら
れ
て
い
る
お
宅
に
。

　

三
年
生
の
時
に
担
任
で
あ
っ
た
八

期
・
木
村（
旧
姓
・
寺
村
）和
子
、期
幹

事
・
谷
口
邦
彦
が
伺
っ
た
。

　

平
岩（
田
淵
）先
生
は
91
歳
、
し
か

し
、
支
援
を
得
つ
つ
、
同
期
会
に
出
席

さ
れ
る
ほ
ど
に
お
元
気
で
あ
る
。

　

何
か
ら
お
伺
い
し
よ
う
か
と
考
え

て
い
た
所
、開
口
一
番
、先
生
か
ら

「
あ
の
こ
ろ
は
よ
う
殴
っ
た
な
あ
」と

目
頭
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
話
し
出
さ

れ
、一
挙
に
場
の
雰
囲
気
が
和
ん
だ
。

谷
口�「
家
に
帰
っ
て
も
、『
お
前
が
悪

い
か
ら
や
』と
叱
ら
れ
る
の
で
、
親
に

も
言
わ
な
い
し
。」

谷
口�「
そ
の
他
、
廊
下
で
の
正
座
や
、

水
が
一
杯
の
バ
ケ
ツ
を
両
手
に
立
た

さ
れ
た
り
…
。」

先
生�「
今
な
ら
大
変
な
こ
と
に
な
っ

た
が
、
我
々
は
、
太
平
洋
戦
中
に
教
育

を
受
け
た
世
代
で
、叱
る
こ
と
は
出
来

て
も
、褒
め
て
人
を
伸
ば
す
こ
と
が
身

に
つ
い
て
な
か
っ
た
と
思
う
。そ
れ
に

我
々
も
若
か
っ
た
。」

木
村�「
先
生
方
は
ず
っ
と
年
上
と

思
っ
て
ま
し
た
が
、
今
、
お
話
を
伺
い

ま
す
と
、十
歳
少
し
し
か
離
れ
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
ね
。」

先
生�「
そ
れ
に
、
八
期
が
入
学
し
た
頃

は
、一
中
も
箕
面
小
学
校
内
で
、
開
校

後
今
の
場
所
に
来
て
五
年
、新
し
い
中

学
校
を
創
る
の
だ
と
い
う
気
迫
に
溢

れ
て
い
た
。」

木
村�「
そ
れ
は
我
々
生
徒
に
も
ビ
ン

ビ
ン
伝
わ
っ
て
、
朝
礼
後
、
整
備
中
で

あ
っ
た
グ
ラ
ン
ド
の
石
拾
い
も
当
然

の
よ
う
に
や
っ
て
い
た
。」

先
生�「
今
の
よ
う
に
塾
が
な
く
、
数

学
・
英
語
・
国
語
は
高
校
受
験
に
む
け

て
、
課
外
授
業
を
、
毎
朝
始
業
前
に
一

時
間
ず
つ
実
施
し
て
い
た
。生
徒
も
教

師
も
勉
強
に
ク
ラ
ブ
に
、熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
た
時
代
だ
っ
た
。」

谷
口�「
ク
ラ
ブ
活
動
も
バ
レ
ー
（
植

山
）、陸
上（
橋
本
）、ソ
フ
ト（
尾
田
）、

サ
ッ
カ
ー
（
加
藤
）、
野
球（
中
島
）な

ど
熱
心
な
先
生
が
お
ら
れ
ま
し
た
」

　

２
０
１
６
春
に
は
、瑞
宝
双
光
章
を

受
章
さ
れ
た
。大
き
な
綬
章
額
を
床

の
間
に
拝
見
し
て
、そ
の
重
み
を
感
じ

た
次
第
で
あ
る
。

▽
石
井　

茂（
10
期
）

　

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

77
才
に
な
り
ま
し
た
が
、現
役
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

▽
結
城　

輝
夫（
10
期
）

　

同
期
会
出
席
の
た
め
半
世
紀
ぶ

り
に
箕
面
を
訪
れ
ま
し
た
。町
の
様

変
わ
り
に
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。当
日
は

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。そ
の
上
あ

会
員
短
信 

⑵

の
あ
こ
が
れ
の
マ
ド
ン
ナ
に
再
会

…
感
慨
無
量
！

▽
中
江（
堀
戸
）一
子（
10
期
）

　

10
期
の
人
が
２
人
も
亡
く
な
ら

れ
て
寂
し
く
思
い
ま
す
。ご
冥
福
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
宮
下（
広
瀬
）幸
子（
10
期
）

　

10
期
喜
寿
同
期
会
の
記
事
を
拝

見
。懐
か
し
く
箕
面
を
ふ
り
返
り
ま

し
た
。幹
事
さ
ん
御
世
話
に
な
り
感

謝
で
す
。

▽
河
村　

洋（
11
期
）

　

長
野
県
の
諏
訪
に
あ
る
小
さ
な

大
学
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
今

年
の
3
月
末
に
退
任
し
ま
し
た
。引

き
続
き
当
地
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。

▽
仲　

洋
二（
11
期
）

　

関
西
で
の
同
期
会
開
催
予
定
が

あ
り
ま
し
た
ら
案
内
を
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

▽
中
西　

康
夫（
11
期
）

　

東
京
に
移
り
住
ん
で
53
年
、半
世

紀
超
え
、「
青
嵐
」の
会
報
で
箕
面
を

思
い
出
し
ま
す
。記
憶
に
あ
る
箕

面
中
は
昭
和
33
年
卒
業
時
の
風
景

が
頭
の
中
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま

す
。懐
か
し
い
。次
号
の「
青
嵐
」楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

▽
村
上　

正
健（
11
期
）

　

箕
面
と
い
え
ば
箕
面
の
滝
。是
非

ま
た
行
き
た
い
な
ー
と
思
っ
て
い

ま
す
。

▽
畠
中　

誠
二
郎（
13
期
）

　

今
年（
令
和
元
年
）か
ら
後
期
高

齢
者
、箕
面
も
遠
く
な
り
ま
し
た
。

▽
藤
原（
池
永
）喜
久
子（
14
期
）

　

元
気
に
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

▽
奥（
目
黒
）由
利
子（
16
期
）

　

会
報
を
ご
送
付
下
さ
り
感
謝
で

す
。恩
師
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。

▽
長
谷
川　

和
子（
16
期
）

　

２
０
１
９
年
10
月
閉
山
と
な
る

山
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
エ
ア
ー
ズ

ロ
ッ
ク
に
２
０
１
９
年
６
月
に
登

頂
し
て
き
ま
し
た
。や
は
り
聖
山
だ

と
感
じ
ま
し
た
よ
。

▽
渡
辺　

悦
子（
16
期
）

　

50
年
以
上
の
時
を
超
え
て
、つ
き

あ
っ
て
下
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
が
蘇
っ
て
き
ま
し
た
。あ

の
場
、あ
の
時
が
な
け
れ
ば「
今
」は

な
い
で
し
ょ
う
。良
き
仲
間
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。こ
の
恩
恵
を
返
し
て
い

か
な
け
れ
ば
…
地
域
の
人
々
と
連

繋
し
て
奉
仕
活
動
し
て
い
ま
す
。

▽
清
水　

廣
文（
17
期
）

　

第
17
期
卒
業
、３
年
Ｇ
組
、担
任
平

田
先
生
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。仰
げ
ば
尊
し
、我
が
師
の
恩
。

▽
下
条　

信
雄（
17
期
）

　

日
本
医
師
ジ
ョ
ガ
ー
ズ
連
盟
の

代
表
理
事
を
務
め
て
い
ま
す
。今
年

も
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
、神
戸
マ
ラ
ソ
ン

を
ラ
ン
ニ
ン
グ
ド
ク
タ
ー
と
し
て

走
る
予
定
で
す
。

▽
大
黒　

義
高（
18
期
）

　

古
希
を
迎
え
、毎
日
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ク
ラ
ブ
で
体
力
と
脳
の
機
能
維

持
に
努
め
て
い
ま
す
。

～
平
岩（
田
淵
）泰
吉
先
生
～

恩
師
訪
問

　

お
話
を
終
え
て
、
我
々
が
お
暇
す

る
時
に
、
お
体
は
介
護
度
が
高
い
奥

様
が「
今
日
は
有

難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。」と
毅
然
と

仰
っ
た
こ
と
に
、お

二
人
の
静
か
な
時

の
流
れ
を
感
じ
つ

つ
ご
自
宅
を
後
に

し
ま
し
た
。

平岩先生とご一緒に　
谷口邦彦（８期）・先生・木村和子（８期）

Ｓ
25
．４
～
Ｓ
48
．３
の
長
き
に
渡
っ
て
一
中
で
教
鞭
を
執
ら
れ
る
。（
数
学
科
・
水
泳
部
顧
問
）後
、

第
三
中
学
校
学
校
長（
Ｓ
54
．４
～
Ｓ
57
．３
）の
重
責
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
箕
面
の
教
育
に
大
い

に
貢
献
さ
れ
た
の
ち
、第
一
線
を
退
か
れ
た
。２
０
１
６
年
春
、瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
る
。

　毎月の役員会だけでなく、大勢が参加す
る総会（６月）やホームカミングディ（９月
文化祭時）、高校生も協力してくれる会報封
入作業・個別配布作業（４～５月）などの活動
では、参加者全員をカバーしています。
　行事開催中及び、封入作業や手配り配布
時に万一、ケガや事故で病院に行くことにな
れば相応の補償を受けることが出来ます。
　どうか安心して、積極的にご参加下さい！

同窓会では昨春より
傷害保険に加入しました！
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▽
松
本　

彰（
18
期
）

　

毎
年「
青
嵐
」を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

▽
米
田　

憲
三（
18
期
）

　

元
気
に
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

▽
姫
野　

洋
美（
18
期
）

　

8
月
で
古
希
を
迎
え
た
の
に
ま
だ

働
い
て
い
ま
す
。で
も
フ
ル
タ
イ
ム
か

ら
短
時
間
に
時
間
変
更
し
ま
し
た
。

フ
ル
タ
イ
ム
は
さ
す
が
に
身
体
に
こ

た
え
ま
す
ネ
。

▽
中
野（
加
賀
）恵
美
子（
19
期
）

　

名
古
屋
に
住
ん
で
な
か
な
か
箕
面

に
行
く
事
が
出
来
ま
せ
ん
が
こ
れ
か

ら
も
永
く
同
窓
会
が
続
き
ま
す
よ
う

に
願
っ
て
い
ま
す
。

会
員
短
信 

⑶

▽
西　

亨（
20
期
）

　

楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。事
務
局
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。以
前
講
演

さ
れ
ま
し
た
柴
田
一
成
様
の「
花
山
天

文
台
を
支
援
す
る
活
動
」に
参
加
し

て
お
り
ま
す
。

▽
福
田　

匡（
20
期
）

　

仕
事
は
週
１
回
。あ
と
は
散
歩
、
水

泳
、
文
化
サ
ー
ク
ル
通
い
の
年
金
生

活
を
満
喫
中
で
す
。

▽
大
谷　

誠（
21
期
）

　

数
十
年
ぶ
り
に
中
学
校
へ
。校
門

以
外
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
懐
か
し

さ
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

▽
国
枝（
中
島
）よ
し
み（
21
期
）

　

今
大
変
な
時
期
で
す
が
皆
様
健
康

で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

▽
大
浜（
広
野
）訓
子（
22
期
）

　

佐
々
木
会
長
さ
ま「
青
嵐
」の
配
布

今
回
分
完
了
。次
回
、
も
っ
と
た
く
さ

ん
で
も
O
Ｋ
で
す
よ
。

▽
木
村　

隆（
22
期
）

　

卒
業
以
来
、
初
め
て（
？
）同
窓
会

報
が
届
き
ま
し
た
。懐
か
し
い
思
い

出
が
蘇
り
感
激
で
す
。幹
事
の
皆
さ

ま
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
三
木（
桝
井
）輝
美（
22
期
）

　

奈
良
に
住
ん
で
30
年
。そ
れ
で
も

子
ど
も
時
代
を
過
ご
し
た
箕
面
は
楽

し
か
っ
た
思
い
出
と
共
に
ず
っ
と
ふ

る
さ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。「
青
嵐

会
」が
存
続
し
ま
す
よ
う
に
。

▽
四
方（
岡
田
）智
恵
美（
22
期
）

　

幹
事
の
皆
様
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。多
少
体
に
ガ
タ
は
き
て
い

ま
す
が
家
族
や
良
い
友
達
に
囲
ま
れ

て
、平
穏
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

▽
手
島　

研
一
郎（
22
期
）

　

同
窓
会
幹
事
の
皆
様
ご
苦
労
様
で

す
。母
校
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
懐
か

し
い
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
ま
す
。今
後

共
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
渡
部（
岩
本
）真
弓（
24
期
）

　

い
つ
も「
青
嵐
」を
送
っ
て
下
さ
り

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。拝
読
し
て
中

学
３
年
間
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
て

お
り
ま
す
。

▽
加
藤　

久
人（
24
期
）

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
橋
梁
建
設
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

▽
鎌
田（
尾
形
）嘉
津
子（
24
期
）

　

い
つ
も
会
報
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。会
報
誌
が
届
く
度
に
懐
か
し
い

思
い
出
が
蘇
り
乍
ら
母
校
の
素
晴
ら

し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

▽
中
須
賀（
三
井
原
）和
子（
24
期
）

　

２
人
の
娘
に
孫
が
5
人
生
ま
れ
、

孫
の
守
に
忙
し
く
し
て
い
ま
す
。仕

事
も
ず
っ
と
続
け
て
い
ま
す
が
、
健

康
が
何
よ
り
と
実
感
し
ま
す
。

▽
横
部　

弘（
25
期
）

　

40
年
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活

に
別
れ
を
告
げ
独
立
し
ま
し
た
。ス

ポ
ー
ツ
に
携
わ
る「
甲
南
ス
ポ
ー
ツ

ア
カ
デ
ミ
ー
」で
す
。

▽
水
野　

賢
治（
26
期
）

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。な
ん
と
か
生
き
て
お
り

ま
す
。

　

11
期（
昭
和
33
年
卒
業
）第
11
回
同

期
会
は
昨
年
７
月
20
日（
土
）の
11
時

30
分
か
ら
14
時
の
間
、
従
来
と
同
じ

東
京
丸
の
内
の
欧
風
レ
ス
ト
ラ
ン
・

ポ
ー
ル
ス
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
16
名（
女
性
６
名
、
男
性

10
名
）で
、初
め
に
招
集
通
知
を
往
復

は
が
き
か
ら
原
則
Ｅ
メ
ー
ル
に
変
更

し
た
経
緯
の
説
明
、
ア
ド
レ
ス
の
確

認
を
お
願
い
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
た
。前
回
ま
で
の
幹
事
で
あ
っ
た

数
井
啓
司
君
の
音
頭
に
よ
る
乾
杯
の

後
、お
い
し
い
料
理
や
フ
リ
ー
ド
リ
ン

ク
を
味
わ
い
な
が
ら
牧
野
卓
夫
君
の

司
会
の
下
、
懐
か
し
い
参
加
者
全
員

の
近
況
報
告
・
健
康
維
持
の
方
法
等

を
笑
い
や
質
問
を
交
え
て
聞
き
そ
の

後
、
全
員
が
大
き
な
声
で
箕
面
中
の

校
歌
を
歌
っ
て
和
や
か
に
終
え
ま
し

11
期 

関
東
地
区
同
期
会

た
。最
後
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
背
景
に

記
念
写
真
を
撮
り
、
そ
の
後
殆
ど
の

人
が
２
次
会
で
さ
ら
に
懇
親
を
深
め

て
散
会
し
ま
し
た
。

　

後
日
、
欠
席
者
を
含
め
ア
ド
レ
ス

の
確
認
で
き
た
人
全
員
に
そ
の
記
念

写
真
を
メ
ー
ル
で
送
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
７
月
18
日（
土
）の
11
時
半

か
ら
同
じ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
催
し
ま

す
。同
期
の
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

11
回
か
ら
の
幹
事
は
上
村
啓
二
、

村
上
正
健
の
二
人
で
す
。

（
村
上
正
健　

記
）

▽
橋
平（
宮
田
）浩
子（
28
期
）

　

令
和
に
な
り
私
達
も
60
才
を
迎
え

ま
す
。よ
り
よ
い
年
に
な
り
ま
す
よ

う
に
。皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。

▽
関（
平
本
）和
子（
30
期
）

　

２
０
１
９
年
４
月
か
ら
４
年
ぶ
り

に
仕
事
復
帰
し
て
い
ま
す
。東
京
電

機
大
学
の
若
い
学
生
さ
ん
達
か
ら
パ

ワ
ー
を
も
ら
っ
て
２
０
１
８
年
４
月
か

ら
の
柏
市
民
健
康
づ
く
り
推
進
員
活

動
と
も
ど
も
ド
タ
バ
タ
し
て
い
ま
す
。

▽
浅
川（
井
口
）初
枝（
30
期
）

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
懐
か
し
い
顔

を
見
つ
け
ま
し
た
。皆
さ
ん
も
覗
い

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▽
兼
頭　

義
浩（
31
期
）

　

い
つ
も「
青
嵐
」有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。早
い
も
の
で
卒
業
40
年
を
過
ぎ

ま
し
た
。先
日
、
初
孫
が
生
ま
れ
益
々

頑
張
ら
ね
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。皆

様
の
ご
健
康
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

▽
鈴
木　

剛（
37
期
）

　

い
つ
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。雑

多
な
事
が
多
い
中
で
懐
か
し
く
楽
し

み
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▽
山
﨑　

純
子（
39
期
）

　

会
報
に
在
学
時
校
長
先
生
で
い

ら
し
た
岩
﨑
幸
夫
先
生
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
見
つ
け
大
変
嬉
し
か
っ
た

で
す
。今
も
お
元
気
と
の
こ
と
。何
よ

り
で
す
。い
つ
も
笑
顔
で
声
を
か
け

て
下
さ
っ
た
こ
と
を
今
で
も
鮮
明
に

覚
え
て
い
ま
す
。

レストラン”ポールスター”の前で
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会報「青嵐」封入作業メンバー募集！！

◆期　間　　毎年　４月下旬の土曜日
　　　　　　午前10時より時間フリーで（昼食つき）
◆会　場　　箕面市立第一中学校
【連絡先】　　seirankai-hq@googlegroups.com
　　　　　　090−3653−0428（同窓会専用電話）
　　　　　　各期の幹事（16面参照）
日程は毎年４月上旬までに、青嵐会ＨＰ（アドレスは
http://seirankai.jimdo.com/）に、掲載いたします。

年に一度くらいなら、ちょこっと手伝ってみようかと思って
いただける方、みなさまの心意気をお待ちしています。

（昨年の作業情景）

手も口
も

動かし
ながら

楽しい
ひと時

！

　

２
０
１
９
年
の
文
化
祭
は
、同
窓

会（
青
嵐
会
）も
そ
の
一
環
と
し
て

参
加
。同
期
会
な
ど
各
期
の
活
動
報

告
を
、写
真
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
併
せ
て
展

示
し
ま
し
た
。

　
【
４
期
】18
年
11
月
に
有
馬
温
泉

へ
15
人
１
泊
旅
行
。【
9
期
】19
年
6

月『
歴
史
の
会
』で〝
咲
く
や
こ
の
花

館
〟へ
13
人
。【
10
期
】『
喜
寿
を
祝
う

会
』に
18
年
１
月
83
人
。19
年
5
月

A
組〝
ガ
ブ
ロ
会
〟は
上
高
地
、黒
部

な
ど
10
人
参
加
。

　
【
11
期
】東
京
レ
ス
ト
ラ
ン
ポ
ー

ル
ス
タ
ー
に『
集
ま
り
た
い
な
ぁ
』

と
い
う
有
志
16
人
が
集
合
。【
12
期
】

19
年
２
月『
歩
こ
う
会
』に
９
人
。

18
年
の
観
桜
会
に
有
志
50
人
。【
13

期
】卒
業
55
周
年
、
古
希
同
窓
会
を

開
催
。【
18
期
】ミ
ニ
同
期
会（
大
阪

と
関
東
）を
開
催
。

　
【
22
期
】『
関
東
22
期
会
』を
東
京

八
重
洲
で
８
人
。【
27
期
】還
暦
同
期

会
に
75
人
。【
28
期
】同
期
会
32
人
が

17
年
大
阪
マ
ル
ビ
ル
に
集
合
。

　
【
37
期
】18
年
の
同
期
会
に
40

人
、
箕
面
音
羽

山
荘
の
瀧
道

店
で
開
催
。

【
46
期
】瀧
安

寺
副
住
職
の

山
本
さ
ん『
18

年
の
台
風
被

害
で
建
物
が

か
な
り
損
壊

し
た
の
で
支
援
を
』と
写
真
付
き
で

呼
び
か
け
。

　
【
67
期
】19
年
の
成
人
式
後
、
梅

田
で
有
志
50
人
。【
21
・
22
期
卓
球

部
】合
同
同
窓
会
。【
初
め
て
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
部
O
Ｂ
会
】15
人
集
合
。

（
９
期
・
鈴
木
肇
・
記
）

　

令
和
最
初
の
六
月
十
五
日
、
佐
々

木
同
窓
会
会
長
の
呼
び
か
け
で
集
っ

た
十
六
名
の
参
加
者
で
、
箕
面
第
一

中
学
バ
ス
ケ
部
の
第
一
回
同
窓
会
が

幕
を
開
け
ま
し
た
。初
め
て
づ
く
し

の
こ
の
会
に
、
た
っ
た
一
年
で
退
部

し
た
ヘ
タ
レ
の
小
生
ま
で
声
を
か
け

て
頂
き
、
お
よ
び
腰
で『
銀
な
べ
』の

暖
簾
を
潜
り
ま
す
。あ
い
に
く
の
強

風
と
雨
模
様
も
ど
こ
吹
く
風
、
テ
ー

ブ
ル
に
は
か
つ
て
の
猛
者
た
ち
の
や

さ
し
い
笑
顔
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

と
は
言
っ
て
も
、
五
十
年
ぶ
り
の
再

会
。当
時
の
記
憶
は
、霞
ん
だ
す
り
ガ

ラ
ス
の
向
こ
う
で
す
。そ
こ
へ
、
先
輩

30
期
生
の
み
な
さ
ん
へ

　

30
期
の
ミ
ニ
同
期
会
を
年
に
３

回
ほ
ど
開
催
し
て
い
ま
す
。い
つ
も

村
岡
君
が
幹
事
を
し
て
く
れ
、
野
球

部
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
15
人
ほ

ど
が
集
ま
っ
て
箕
面
市
内
で
食
事

会
を
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末

（
11
月
15

日
）は
、
牧

落
駅
東
側

に
あ
る
、居

酒
屋『
和
』

に
13
人
が

集
ま
り
、わ

い
わ
い
ガ

ヤ
ガ
ヤ
と

飲
み
会
を

し
て
、
二
次
会
は
近
く
の
カ
ラ
オ
ケ

店
で
楽
し
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
令
和
２
年
６
月
ぐ
ら
い

に
開
催
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の

ミ
ニ
同
期
会
の
輪
を
も
っ
と
も
っ

と
広
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。30

期
で
興
味
の
あ
る
方
、
次
は
是
非
一

緒
に
集
ま
り
ま
せ
ん
か
？

　

野
球
部
に
繋
が
り

の
な
い
人
、
お
一
人
参

加
、女
性
グ
ル
ー
プ
、e

ｔ
ｃ
ど
な
た
も
大
歓
迎

で
す
！
下
記
の
村
岡
君

か
期
幹
事
野
口
ま
で
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

第
一
回
箕
面
第
一
中
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
同
窓
会

30
期
ミ
ニ
同
期
会
開
催
報
告

方
や
後
輩

た
ち
の
会

話
が
、
少

し
ず
つ
色

を
つ
け
て

く
れ
ま
し

た
。三
時
間

も
杯
を
交

わ
せ
ば
、

ち
ょ
っ
と

し
た
ス
テ

ン
ド
グ
ラ

ス
の
出
来
上
が
り
。そ
れ
で
も
、て
ん

こ
盛
り
の
思
い
出
は
い
た
っ
て
胃
に

優
し
い
よ
う
で
、
ま
だ
ま
だ
食
べ
き

ら
な
い
空
腹
が
残
り
ま
す
。飄
々
と

人
生
の
坂
道
を
登
っ
て
き
た
男
た
ち

の
体
臭
と
気
骨
に
酔
っ
た
の
か
、
年

甲
斐
も
な
く
涙
ぐ
み
そ
う
に
な
っ
た

自
分
に
大
笑
い
。「
次
回
は
、
も
っ
と

メ
ン
バ
ー
を
増
や
し
て
や
り
ま
し
ょ

う
」佐
々
木
会
長
の
そ
の
声
で
、
禿

げ
上
が
っ
た
頭
に
残
っ
た
後
ろ
髪

を
引
か
れ
な
が
ら
散
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

店
を
出
れ
ば
、
相
変
わ
ら
ず
の
涙

雨
。潜
り
返
し
た
暖
簾
を
見
上
げ
て

ふ
と
思
い
ま
す
。先
輩
と
後
輩
を
つ

な
い
だ
思
い
や
り
の
縦
糸
。同
年
を

つ
な
い
で
き
た
本
音
の
横
糸
。そ
ん

な
糸
を
紡
い
だ
箕
面
第
一
中
学
バ

ス
ケ
部
の
小
さ
な
暖
簾
を
、
若
い
人

た
ち
が
引
き
継
い
で
く
れ
た
ら
、
そ

れ
が
今
回
の
参
加
者
に
と
っ
て
一

番
の
喜
び
で
し
ょ
う
。

　

…
…
嗚
呼
、
こ
の
歳
に
し
て
ま
た

出
逢
い
に
感
謝
。

（
23
期
・
森
藤　

隆
・
記
）

連絡先
村岡　修（Ｅ組）
野口　恒（Ｇ組）

新アドレスです

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ

本年は中止しました！
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＊
中
学
時
代
は
ど
ん
な
生
徒
？

　

容
姿
も
学
業
も
特
に
目
立
た
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。と
言
う
と
、
違

う
と
い
う
同
級
生
が
大
勢
い
る
と
思

い
ま
す
が（
ウ
ソ
で
す
笑
）。

＊
一
中
時
代
の
思
い
出
は
？

　

国
語
の
岡
先
生
に
作
文
を
誉
め
ら

れ
、「
一
中
新
聞
」の
記
事
を
何
度
か
書

か
さ
れ
た
こ
と
で
す
。特
に
覚
え
て
い

る
の
は『
ロ
ウ
ソ
ク
の
科
学
』の
感
想

文
。昨
年
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ

た
吉
野
先
生
の
推
薦
書
で
す
が
、
先

見
の
明
が
あ
っ
た
か
も
。ち
な
み
に

吉
野
先
生
は
高
校
の
二
年
上
で
し
た
。

＊
小
説
を
書
き
始
め
た
の
は
？

　

卒
業
後
は
書
く
機
会
も
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
仕
事
で
は
企
画
書
や

提
案
書
、
論
文
な
ど
を
よ
く
書
い
て

い
ま
し
た
。た
だ
、そ
う
い
う
文
章
は

後
に
残
ら
ず
、
物
足
り
な
く
思
っ
て

い
た
と
き
、た
ま
た
ま「
大
阪
文
学
学

校
」と
い
う
と
こ
ろ
を
見
つ
け
、退
職

を
機
に
通
い
始
め
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。

＊
受
賞
作
は
ど
う
い
う
内
容
？

　

ミ
ス
テ
リ
ー
は
子
ど
も
の
頃
か
ら

好
き
で
、
今
回
の
作
品
で
は
ア
ナ
グ

ラ
ム
や
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
、
中
原
中

也
の
詩
な
ど
、思
い
つ
く
ま
ま
に
ミ
ス

テ
リ
ー
要
素
を
取
り
入
れ
、
遊
び
心

を
楽
し
み
な
が
ら
書
き
ま
し
た
。受

賞
作
は
、
実
業
之
日
本
社
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
読
め
ま
す
の
で
、よ
か
っ
た

ら
是
非
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

（https://j-nbooks.jp/novel/
original.php?oKey=113

）

＊
今
後
は
ど
ん
な
小
説
を
？

　

実
は
今
、
歴
史
小
説
を
中
心
に
書

い
て
い
ま
す
。金
子
み
す
ゞ
や
直
木

三
十
五
の
無
名
時
代
、
勝
頼
以
外
は

知
ら
れ
て
い
な
い
武
田
信
玄
の
息
子

達
、
無
名
時
代
の
観
阿
弥
な
ど
、
歴

史
に
埋
も
れ
た
題
材
を
探
し
て
い
ま

す
。大
谷
選
手
で
は
な
い
で
す
が
、
ミ

ス
テ
リ
ー
と
歴
史
物
の
二
刀
流
を
目

指
し
て
。

＊
後
輩
達
に
ひ
と
こ
と

　

中
学
時
代
、
勉
強
そ
っ
ち
の
け
で

本
を
乱
読
し
て
い
た
こ
と
が
役
に

立
っ
て
い
ま
す
。小
説
を
書
く
た
め

ば
か
り
で
な
く
、仕
事
上
、生
活
上
、

様
々
な
障
害
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
と

き
、
必
ず
ど
こ
か
で
読
ん
だ
あ
れ
こ

れ
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
く
れ
ま
し

た
。た
と
え
エ
ン
タ
メ
小
説
で
あ
っ

て
も
で
す
。活
字
離
れ
が
い
わ
れ
る

今
、
本
の
あ
る
生
活
を
思
い
出
し
た

い
で
す
ね
。紙
の
本
で
な
く
て
も
、電

子
書
籍
で
も
、ネ
ッ
ト
の
上
で
で
も
。

☆
後
日
、
福
田
氏
よ
り
同
窓
会
に
著

書
を
二
冊
、寄
贈
頂
き
ま
し
た
。

北
区
内
田
康
夫

ミ
ス
テ
リ
ー
大
賞
を
受
賞
！

～
著
作
「
金
木
犀
の
木
の
下
で
」
～

我
が
同
窓
生

　

私
達
68
期
は
１
月
13
日
成
人
の

日
に
豊
中
の
浪
漫
堂（
中
華
料
理
）

で
同
期
会
を
開
き
ま
し
た
。中
３
担

任
だ
っ
た
大
原
先
生
・
前
中
先
生
と

稲
田
校
長
先
生
も
来
て
下
さ
り
、

総
勢
80
人
を
超
え
る
友
人
達
が
集

ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

あ
ま
り
喋
ら
な
か
っ
た
人
と
も

皆
が
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
楽
し
め

ま
し
た
！
５
年
振
り
に
会
っ
た
の

に
、
い
ろ
ん
な
人
が
口
を
揃
え
て

「
楽
し
か
っ
た
！
」「
又
い
つ
か
や

ろ
う
！
」と
凄
く
盛
り
上
が
り
、
良

か
っ
た
で
す
。

（
石
井 

万
貴
・
記
）

　

２
０
１
９

年
４
月
20
日

（
土
）
牧
落
の

居
酒
屋
ダ
イ

ニ
ン
グ
〝
心
〟

に
て
５
年
半

ぶ
り
に
３
回

目
の
同
期
会

を
開
催
し
ま

し
た
。
常
連

組
、
初
参
加

組
さ
ら
に
ク

ラ
ス
が
違
っ

て
も
垣
根
な

ど
は
す
ぐ
に

な
く
な
り
、
中
学
時
代
の
楽
し
か
っ

た
話
、裏
話
な
ど
で
大
盛
り
上
が
り
！

あ
っ
と
い
う
間
の
同
期
会
で
し
た
。

　

今
後
は
同
期
会
を
毎
年
４
月
に

（
第
３
土
曜
）
箕
面
市
内
で
開
催
す
る

予
定
で
す
！

　

写
真
を
ご
覧
に
な
っ
て「
行
っ
て
み

た
い
な
」
と
思
わ
れ
た
方
は
是
非
！

初
め
て
の
参
加
で
不
安
な
方
も
全
然

W
elcom

e

で
す
。
み
ん
な
で
中
学

時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
ま
せ
ん

か
？
文
末
ア
ド
レ
ス
に
メ
ー
ル
頂
け

れ
ば
、
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

　

昨
今
の
未
曾
有
の
地
震
、
台
風
、

豪
雨
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に
は
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
更
に
新
型

ウ
ィ
ル
ス
で
未
だ
同
期
会
ど
こ
ろ
で

は
な
い
方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

我
々
も
今
春
の
開
催
は
中
止
し
ま

42
期
同
期
会
報
告
と
ご
案
内

23
期

   

卒
業
50
周
年
記
念
同
期
会

　

本
年
５
月
23
日
（
土
）
12
時
～

　

ホ
テ
ル
阪
急
レ
ス
パ
イ
ア
大
阪

　
　
　
　
　
　
　

に
て
開
催
予
定

し
た
が
、
来
年
以
降
、
少
し
で
も
余

裕
が
で
き
た
年
に
は
ご
参
加
頂
け
れ

ば
、
幹
事
と
し
て
も
幸
い
に
思
い
ま

す
。  

　

42
期
会
ア
ド
レ
ス

　

m
inoh1jhs42@

yahoo.co.jp

（
42
期
期
幹
事
： 

高
田　

明
義

　
　
　
　
　
　

 

足
立（
中
島
）知
子
）

福田　純二  氏
（18期）

　

趣
味
で
制
作
し
た
動
画
が
、こ
の

度
、青
嵐
会
に
お
い
て
保
管
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　

旧
校
舎
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク（
Ｃ
Ｇ
）で
再
現
し
ま
し

た
。西
門
、
昇
降
口
、
運
動
場
、
プ
ー

ル
な
ど
校
内
を
順
に
巡
っ
て
い
く

動
画
で
す
。講
堂（
体
育
館
）や
大

ケ
ヤ
キ
が
あ
っ
た
の
を
知
っ
て
い

る
卒
業
生（
17
〜
34
期
生
）に
と
っ

て
、
懐
か
し
い
思
い
出
が
よ
み
が

え
っ
て
き
ま
す
！
貸
出
は
可
能
で

す
。同
期
会
な
ど
で
是
非
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

（
19
期　

門
間
信
樹
）

思
い
出
の
旧
校
舎

   
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
作
成
！

中 

止 

!!

浪漫堂にて全員集合！

68期成人式同期会報告
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＊
箕
面
市
さ
さ
ゆ
り
褒
賞
受
賞

　
　
　
　
　
　

松
嶋
凜
子
さ
ん

　

幼
少
時
か
ら
、
外
部
の
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
に
所
属
し

て
活
躍
中
の
松
嶋
さ
ん
は
、
日
頃
の

成
果
を
発
揮

し
、昨
秋
大
阪

中
学
校
総
合

体
育
大
会
で

優
勝
。
大
阪

代
表
チ
ー
ム

の
一
員
に
選

ば
れ
、
太
陽

生
命
カ
ッ
プ

２
０
１
９
第
10
回
全
国
中
学
校
大
会

に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。（
全
国
５
位
）

今
年〝
さ
さ
ゆ
り
褒
賞
〟を
受
賞
。

　

12
月
に
、一
中
お
お
ぞ
ら
教
室
の

げ
ん
き
会
を
訪
ね
ま
し
た
。こ
の
日

は
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
し
た
が
、
教

室
の
雰
囲
気
は
変
わ
っ
て
い
な
く

て
、
な
つ
か
し
か
っ
た
で
す
。私
が

一
中
に
い
た
時
の
げ
ん
き
会
は
、

参
加
す
る
人
が
少
な
く
盛
り
上
が

ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、今
の
げ
ん

き
会
は
、ケ
ー
キ
作
り
や
ク
イ
ズ
、

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
釣
り
上
げ
て
交
換

し
合
っ
た
り
、大
ぜ
い
で
に
ぎ
や
か

に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。私

は
こ
れ
か
ら
も
一
中
の
げ
ん
き
会

が
、ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い
く
と
い

い
な
、と
思
い
ま
し
た
。

（
72
期
・
谷
口
陽
菜
・
記
）

母
校
訪
問

お
お
ぞ
ら
教
室〝
げ
ん
き
会
〟

　

１
月
24
日（
金
）の
午
後
、
高
校
入

試
で
面
接
が
予
定
さ
れ
て
い
る
３
年

生
約
60
名
が
、
今
年
も
模
擬
面
接
に

臨
み
ま
し
た
。同
窓
会
か
ら
は
面
接

官
役
と
し
て
８
名

が
参
加
。「
中
学
生

活
で
楽
し
か
っ
た

こ
と
は
何
で
す
か
」

「
あ
な
た
の
得
意
な

こ
と
を
教
え
て
く

だ
さ
い
」な
ど
な
ど
。

　

質
問
の
内
容
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
見
知
ら
ぬ
人
を

前
に
し
て
、
緊
張
し
た
中
で
の
や
り

取
り
は
、
受
験
生
に
と
っ
て
は
貴
重

な
経
験
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

 

（
Ｋ・Ｔ
記
）

❖
学
校
応
援
団
❖

　
　「
面
接
練
習
」

一
中
近
況

部
活
動
の
記
録

（
一
部
割
愛
・
御
了
承
下
さ
い
）

｛
運
動
部
｝

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

池
田
箕
面
豊
能
大
会 

３
位

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

池
田
箕
面
豊
能
大
会 

３
位

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部　

　

秋
季
豊
能
総
体 

３
位

　

豊
能
新
人
戦 

優
勝

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部　

　

春
季
豊
能
総
体 

優
勝

　

豊
能
新
人
戦 

３
位

　

北
摂
大
会 

優
勝

　

北
大
阪
大
会 

準
優
勝

卓
球
部　

　

池
田
箕
面
豊
能
大
会

　
　

女
子
団
体 

優
勝

　

北
摂
新
人
大
会

　

1
年
女
子
団
体 

優
勝

野
球
部

　

池
田
箕
面
豊
能
大
会 

優
勝

女
子
テ
ニ
ス
部　

　

池
田
箕
面
豊
能
大
会 

３
位

　

秋
季
豊
能
総
体

　
　

女
子
ダ
ブ
ル
ス
２
ペ
ア 

３
位

　

北
大
阪
大
会　

女
子
団
体 

３
位

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
　

　

箕
面
リ
ー
グ 

男
Ｓ
優
勝
大
山

　

市
中
学
競
技
会 

Ｄ
Ｂ
新
準
優
勝

陸
上
競
技
部　

　

豊
能
陸
上
競
技
大
会

　
　

男
１
５
０
０
ｍ
＆
女
８
０
０
ｍ

 

準
優
勝

　

女
子
共
通
８
０
０
ｍ 

３
位

　

大
阪
中
学
駅
伝
豊
能
予
選

　
　
　
　

男
子　

８
位
、   

女
子 

３
位

（
剣
道
）

　

春
季
豊
能
地
区
大
会

　
　

男
子
個
人
戦 

ベ
ス
ト
16　

橋
本

　

秋
季
豊
能
地
区
大
会

　
　

男
子
個
人
戦 

ベ
ス
ト
８　
　
　

｛
文
化
部
｝

ク
リ
エ
イ
ト
部  

―
美
術
コ
ー
ス
―

今
宮
戎
神
社
か
ら
の
依
頼
で
、
干
支
の

額
絵
〝
鼠
の
一
本
釣
り
〟
を
共
同
制
作

全
国
中
学
校
美
術
部
作
品
展

入
選
「
夜
半
の
来
訪
」
青ナ

バ
タ
メ

天
目
奏
さ
ん

吹
奏
楽
部

　

府
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

銀
賞

　

同
46
回　

サ
ッ
ク
ス 

金
賞

　

北
摂
地
区
大
会

 

春 

─ 

金
賞
、
秋 

─ 

金
賞

　

関
西
大
会 

銅
賞

　

府
マ
ー
チ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

 

春 

─ 

銀
賞
、
秋 

─ 

金
賞

（
税
の
作
文
） 

優
秀
賞　

大
山
遙
月

（Englishu Expression

コ
ン
テ
ス
ト
）

 

最
優
秀
賞　

青
木　

杏

 

優
秀
賞　
　

徳
田
貴
大

（
伝
え
よ
う
命
の
繋
が
り
）

　
　

作
文 

佳
作　
　
　

秦　

瑞
穂

　

３
月
14
日
午
前
９
時
、
母
校
の

第
73
回
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
、

１
９
４
人
の
卒
業
生
達
が
箕
面
一

中
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

今
春
は
、
新
型
ウ
ィ
ル
ス
に
よ

る
休
校
措
置
で
、
お
別
れ
の
学
活

も
式
の
練
習
も
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
保
護
者
や
先
生
方
の
温
か

い
心
遣
い
に
包
ま
れ
素
晴
ら
し
い

卒
業
式
で
し
た
。よ
う
こ
そ
、
一
中

同
窓
会
へ
！

　

新
し
い
進
路
に
向
か
っ
て
、
優

し
く
力
強
く
歩
ん
で
下
さ
い
。心

か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。

“げんき会”は支援学級の友達と一緒に�
活動するサ−クルです

同窓会からもこの頑張りを称え、
奨励金を贈りました。

祝・ご卒業！

この絵はえべっさん期間中
神社に飾られました。

活動を讃えて同窓会から部活
動奨励金を贈呈しました。
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▽
恩
師 

中
島
英
樹
⑤
、
北
條
憲
雄
２

②
、
森
田
淑
子
１
、
平
田
紀
之
２
①
、
澤

田
久
子
１
①
、
森
田
邦
利
１
、
平
岩
宗
一

②
、
馬
場
知
加
子
１
、
森
村
義
人
①
、
小

北
武
夫
②
、
野
村
晃
一
①
、
稲
田
滋
３

▽
1
期 

大
道
悦
子
２

▽
2
期 

平
田
幸
枝
２
①

▽
3
期 

上
田
照
幸
１
、
小
菅
淳
平
２

②
、
斧
田
兼
太
郎
２
、
池
田
幹
子
１
①
、

白
石
節
子
３
、
亀
岡
孝
三
郎
１
、
溝
渕

汎
子
１
、
大
久
保
康
子
２
①

▽
4
期 

関
一
５
、
阪
口
弘
子
２
、
加

藤
千
代
子
２
、
松
尾
絢
子
１
、
渡
邉
美

智
子
１
、
水
谷
欣
二
３
、
森
脇
良
子
１
、

武
井
達
也
②
、
黒
見
貢
１
、
上
善
和
子

２▽
5
期 
池
永
宏
２
、
中
西
文
三
５
、

久
原
裕
子
１
①
、
丸
岡
健
三
２
、
大
野

高
嗣
１
①
、
多
河
正
和
２
③
、
若
林
清

史
１
②
、山
下
正
和
１
、四
谷
千
恵
２
②
、

上
田
泰
雄
２
、
井
上
勝
義
②
、
中
井
新

春
２
、
上
島
康
夫
２
、
印
藤
五
一
１
①
、

山
本
博
久
３
②
、
谷
津
祥
代
２
①

▽
6
期 

山
本
京
子
２
、
向
坂
敏
１
①
、

佐
藤
敏
彦
１
②
、
四
方
房
子
３
、
川
口

ソ
ノ
子
３
、
大
住
義
信
３
、
樹
榧
子
３

▽
7
期 

松
永
文
男
１
、
加
藤
澄
子
３
、

北
脇
良
彦
３
、竹
原
翠
３
、武
谷
直
也
①
、

深
井
芳
治
１
、
黒
山
昭
宣
１
、
近
久
敦

彦
③
、
高
崎
千
賀
子
１
①
、
田
中
美
也

子
５
⑤

▽
8
期 

千
原
裕
子
２
、
宮
下
秀
雄
１
、

川
路
晴
子
１
①
、
久
保
田
芳
誉
１
、
真

田
庄
八
１
①
、
武
藤
彰
男
１
①
、
原
田

嘉
代
子
１
、
金
山
正
義
２
、
佐
竹
博
行

１
①
、
牧
野
芳
治
２
、
白
井
安
紀
子
３
、

北
野
美
祢
子
１
①
、
外
間
重
二
①
、
根

来
佐
紀
子
１
①

▽
9
期 

冨
士
岡
和
彦
３
、
生
田
道
子

１
②
、
森
崎
訓
子
２
③
、
石
田
邦
夫
⑤
、

川
副
光
偉
①
、
西
山
京
子
１
、
中
井
紘

二
３
、
籠
尾
千
代
子
３
、
牧
原
拓
男
２
、

江
川
才
夜
子
２
、
村
田
安
生
１
、
森
田

三
四
子
10
、
平
井
律
子
５
⑤
、
那
須
吉

雄
１
、
広
瀬
省
二
３
①
、
佐
俣
俊
治
３
、

牧
原
美
代
子
２
、
松
原
寛
直
１

▽
10
期 

山
本
太
２
①
、
大
越
佳
明
１

②
、
石
榑
敏
雄
１
、
小
倉
正
勝
２
、
杉

本
和
義
10
、
結
城
輝
夫
⑤
、
谷
口
政
子

１
①
、
中
江
一
子
１
、
比
企
野
芳
郎
②
、

浅
井
晴
雄
③
、石
井
茂
10
、鈴
木
立
子
２
、

柴
田
真
子
２
、
榊
原
恵
子
１
、
高
島
妙

子
１
、
川
口
正
博
２
、
浜
中
由
朗
２
①
、

宮
下
幸
子
②
、
奥
野
治
１
①
、
筧
民
夫

１
①

▽
11
期 

細
見
洋
２
①
、
住
谷
栄
之
資

２
③
、
安
田
克
彦
２
、
河
村
洋
②
、
武

井
謙
之
１
、
小
倉
広
一
２
①
、
藤
田
美

代
子
１
、
河
内
俊
造
１
①
、
木
下
亨
１
、

安
達
美
代
子
１
②
、
中
村
光
信
２
、
数

井
敬
司
１
③
、
仲
洋
二
１
①
、
村
上
正

健
５
、
奥
平
重
栄
１
、
中
西
泰
夫
１
、

上
田
恵
子
５
、
斧
田
冨
士
子
１

▽
12
期 

永
井
秀
樹
２
、
阿
山
勝
幸
３
、

上
田
寿
代
③
、
井
上
昭
夫
１
②
、
桐
山

義
弘
１
、
貴
田
邦
子
３
、
垣
内
武
夫
１
、

浦
功
③
、
平
野
忠
志
２

▽
13
期 

岸
上
昭
典
10
、
武
田
勝
文
２
、

本
田
唯
泰
④
、
吉
津
禎
夫
１
、
山
名
悠

子
２
、
島
谷
博
之
３
、
谷
田
勝
己
１
、

牧
山
宗
刀
３
、
井
上
洋
治
１
、
桑
原
修

三
１
、
畠
中
誠
二
郎
３
、
森
本
翅
充
１
、

上
浦
順
子
２
、
清
水
信
子
２
①
、
北
風

敏
雄
１
、
田
中
豊
子
２
、
丸
岡
美
和
子

１▽
14
期 

田
村
治
２
、
村
上
秀
平
１
、

外
山
蓉
子
１
、
牧
田
守
弘
１
、
川
勝
清

志
３
、
藤
原
喜
久
子
１
、
山
崎
建
子
１

▽
15
期 

石
川
順
子
１
、
橋
本
保
子
３
、

立
見
五
十
七
２
、
永
田
庸
視
２
④
、
山

口
佳
彦
１
、
安
藤
登
志
子
１
、
佐
々
木

主
計
２
、芳
仲
富
美
３
、田
口
千
代
子
２
、

岸
上
和
典
１
⑨
、
直
田
恒
夫
２
①

▽
16
期 

小
寺
知
子
１
①
、
小
倉
和
雄

１
④
、
奥
由
利
子
３
、
渡
辺
悦
子
３
、

上
中
弘
基
１
①
、
山
田
正
己
１
①
、
高

木
勝
己
１
①
、
吉
治
仁
孝
２
、
飯
干
和

子
３
③
、
広
瀬
八
重
子
２
、
土
居
富
江

１
、
中
木
原
加
代
子
１
③
、
加
藤
保
子

１
①
、
岡
嶋
千
恵
子
２
、
長
谷
川
和
子

１
、
秋
山
豊
宏
４
、
木
村
純
③
、
松
山

康
二
３
、
橋
本
芳
乃
１
、

▽
17
期 

中
嶋
哲
夫
５
、
辻
哲
也
１
、

下
條
信
雄
③
、
山
田
豊
実
２
、
清
水
廣

文
１
⑨
、
小
林
治
男
２
③

▽
18
期 

阪
淑
子
２
①
、
田
中
佐
枝
子

１
、
中
山
幸
子
１
、
浦
博
３
、
早
川
英

子
２
①
、
大
島
孝
夫
１
、
小
西
英
司
２
、

松
本
彰
１
⑤
、
米
田
憲
三
２
②
、
林
信

江
２
、
財
間
常
文
②
、
吉
川
興
治
３
、

坂
口
明
子
⑤
、
池
内
和
俊
２
、
岡
田
輝

章
４
、
作
山
淑
子
３
、
小
俣
哲
夫
１
①
、

大
黒
義
高
１
①
、
姫
野
洋
美
３
、
小
川

久
美
子
３
②
、
池
永
繁
幸
１
、
小
椋
健

２▽
19
期 

筆
口
秀
一
郎
１
①
、
中
西
正

１
、
松
岡
隆
文
１
、
中
野
恵
美
子
５
、

和
泉
正
人
１
②
、
大
槻
博
司
２
①
、
久

冨
耕
史
３
、
浮
田
政
子
２
①
、
下
條
信

次
⑤
、
竹
田
悦
子
３
、
武
田
永
１
、

野
原
晶
子
１
、
大
西
一
成
１
、
木
下

雄
一
郎
１
①
、
松
田
和
子
⑤
、
成
田
耕

一
２
、
佐
々
木
ぎ
ん
子
１
、
國
田
由
美

子
３
、
鷹
取
み
ど
り
１
、
近
本
た
か
ね

会
報
・
特
別
協
力
金
提
供
者

☆ 

会
報
・
特
別
協
力
金
は
、
会
報

「
青
嵐
」
の
発
行
の
他
、
総
会
開

催
や
日
常
の
常
任
委
員
会
・
期

幹
事
会
な
ど
の
活
動
の
財
源
に

当
て
て
い
ま
す
。

☆ 

会
報
協
力
金
は
、
一
口
（
千
円
）

に
つ
き
会
報
を
２
年
間
、
15
口

以
上
は
永
久
に
お
届
け
し
ま
す
。

☆ 

特
別
協
力
金
は
、
会
報
送
付
の

な
い
協
力
金
・
寄
付
金
で
す
。

（
令
和
２
年
２
月
末
日
現
在
。敬
称
・

旧
姓
は
略
。
数
字
は
会
報
協
力
金
、

○
数
字
は
特
別
協
力
金
の
口
数
）

　

'19
年
度
も
多
く
の
協
力
金
を
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
名
簿
更
新
〆
切
は
３
月
末

で
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

支
払
い
方
法

・「
青
嵐
」
配
布
時
に
同
封
の
郵

便
局
払
込
取
り
扱
い
票
に
記
入
し

て
送
金
し
て
下
さ
い
。

�

（
手
数
料
は
不
要
）

・
ま
た
は

　

銀
行
名
…
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

口
座
記
号
番
号
…

　
　

０
０
９
２
０

－

０

－

３
１
８
０

　

加
入
者
名
…

　
　

�

箕
面
市
立
第
一
中
学
校
同
窓
会

「
青
嵐
会
」

�

（
手
数
料
は
、
ご
負
担
下
さ
い
）

総合建築

Mobile　080-3825-3403

ルームアート企画

佐　藤　　勝
Masaru Sato

（26期）

〒562-0041　箕面市桜1-2-10　めぞん・ど・それいゆ１F
TEL：072-724-0212　FAX：072-724-0216
E-mail：roomart3@carrot.ocn.ne.jp　URL http://roomart.jp/

住まいのことならおまかせ！株式会社三芳園 フラワーコーディネイト
造園設計・施工管理

代表取締役社長

森　　　哲　朗（38期）
T e t s u r o   M o r i

大阪市中央区谷町６丁目４-8　新空堀ビル308号室
TEL：06-6777-6755　FAX：06-6777-6725
E-mail：florist-sanpoen@leaf.ocn.ne.jp
URL：http://f-sanpoen.co.jp/
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１
④
、
直
田
良
夫
１

▽
20
期 

片
山
直
１
①
、
水
谷
洋
一
３

②
、
日
紫
喜
富
美
５
、
加
藤
真
知
子
③
、

木
村
和
正
１
、
小
林
安
代
２
、
引
田
瑞

穂
１
①
、
西
亨
１
、
福
田
匡
５

▽
21
期 

中
村
安
夫
２
、
松
田
興

一
１
、
中
西
節
子
１
、
大
谷
誠
３
、
山

岸
千
丈
３
、
荒
木
茂
和
５
、
大
西
正
幸

１
①
、
加
藤
勝
博
１
②
、
下
西
一
郎
１
、

吉
田
弘
美
１

▽
22
期 

梅
名
正
純
２
②
、
岸
野
享
史

１
①
、
佐
々
木
弘
２
、
中
村
洋
子
２
①
、

四
方
智
恵
美
１
②
、
大
浜
訓
子
２
①
、

田
部
弘
子
１
、伊
藤
正
信
１
、川
崎
宏
１
、

馬
場
修
１
、
濱
口
直
巳
３
①
、
陸
歎
往

子
１
、
林
温
恵
１
、
太
田
峰
子
１
、
小

出
み
ち
恵
１
、
奥
田
寿
彦
１
①
、
末
広

秀
次
１
、松
尾
秀
昭
１
、米
澤
隆
弘
５
⑤
、

小
笠
原
由
子
１
、
中
村
直
美
２
、三
木
輝

美
２
①
、
川
端
正
一
１
①
、
近
藤
二
郎

１
、
嶋
延
修
３
③
、
手
島
研
一
郎
１
④
、

安
田
隆
１
、
上
田
深
雪
１
、
石
間
太
郎

３
、
大
石
敏
久
３
②
、
大
林
裕
明
２
、

木
村
潔
２
①
、
森
井
泰
彦
１
、三
田
村
桂

子
１
①
、
内
田
幸
夫
１
、
木
村
隆
２
①
、

九
鬼
正
明
１
、
中
井
領
子
１
①
、
渡
辺

智
子
１

▽
23
期 

中
川
清
１
、
谷
口
義
明
１
、

引
田
昌
子
１
①
、
加
藤
敦
子
②
、
小
林

稔
１
、
建
元
邦
治
１
、
増
田
吉
則
１
①
、

山
田
直
子
２
、
中
和
義
５
、
岡
田
知
子

１
①
、
安
本
明
弘
３
、
今
井
英
夫
１
、

田
内
麗
子
１
、
西
川
恵
津
子
３

▽
24
期 

緒
方
將
隆
１
、
佐
藤
根
隆
之

１
①
、
中
井
利
光
１
、
富
田
宏
子
１
、

大
鐘
三
千
代
２
①
、
加
藤
久
人
２
、
香

田
享
則
１
、
青
谷
真
美
２
⑤
、
新
屋
ひ

と
み
１
、中
須
賀
和
子
２
、橋
本
京
子
１
、

鎌
田
嘉
津
子
２
、
中
井
勝
次
１
、三
浦
眞

１
①
、道
廣
忠
信
５
⑩
、渡
部
真
弓
２
①
、

中
村
均
１

▽
25
期 

永
井
裕
文
３
、
籔
本
近
美
１

①
、
横
部
弘
②
、
今
井
京
一
郎
５
、
小

倉
利
明
２
、薮
内
一
裕
①
、永
吉
洋
子
２
、

山
西
恭
子
２
①
、
山
内
惠
子
１
①
、
片

山
秀
樹
５
、
桐
山
健
一
１
①
、
内
藤
景

治
①
、平
井
清
治
１
①
、井
上
圭
子
１
①
、

大
桑
良
彰
②
、
水
野
賢
治
２
①
、
中
田

裕
子
３
、
岩
田
吉
輔
３
②
、
中
村
千
代

賢
１
、三
浦
ふ
ゆ
き
１
、
奥
村
渓
子
２

▽
26
期 
船
原
淳
一
１
、
加
来
淳

一
３
、
高
橋
一
雅
１
、
伊
藤
美
昭
１
、

末
弘
恭
雄
１

▽
27
期 

成
田
淳
一
郎
５
、
蜂
須
賀
の

ぞ
み
５
⑤
、
池
永
勝
彦
１
①
、
上
野
淑

子
１
、
曽
山
綾
子
１
、
松
田
恭
子
３
、

黄
堂
泰
昌
３
②
、
石
田
靖
史
３
②

▽
28
期 

岩
本
浩
１
①
、
野
口
要
１
①
、

藤
本
典
也
１
①
、
中
井
純
子
２
、
前
川

法
子
１
①
、
武
野
朋
子
１
①
、
村
上
菜

穂
子
１
、
本
江
久
恵
１
、
木
村
歳
子
１
、

井
元
伸
治
１
、
滝
川
正
規
１
①
、
谷
本

弘
二
１
①
、
橋
平
浩
子
５
、
長
道
三
喜

子
１
①
、
青
根
弘
佳
１
、
萩
野
要
１
①
、

神
代
陽
造
２
①
、
瀧
川
裕
史
１
①
、
谷

沢
和
典
１
①
、
平
岡
明
子
１
、
長
嶋
早

苗
１
①
、
田
中
樹
美
１
①
、
砂
金
和
子

１
①
、
岡
部
憲
治
２
②
、
金
森
泰
樹
３
、

宮
本
卓
１
①
、
中
林
由
紀
１
、
白
井
文

子
１
①
、
古
田
幸
江
１
①
、
山
田
孝
子

１
①
、
岡
淳
一
１
、
中
村
昌
良
１
、
横

山
春
仁
１
、
登
正
子
１
①
、
飛
田
由
美

子
１
①
、
志
磨
美
緒
１
①
、
川
窪
明
子

１
、
菅
原
玲
子
１
、
天
野
芳
之
１
、
妹

尾
紀
子
１
、
久
末
薫
１
、
中
村
恵
美
１
、

南
本
敦
美
１

▽
29
期 

篠
木
敬
二
３
、
廣
瀬
公
一
③
、

渡
辺
晴
彦
１
、
芝
頭
弥
生
１
、
深
田
美

幸
１
、
夏
秋
悦
子
１
、
大
石
佳
能
子
２
、

徳
山
正
博
１
、
板
東
直
子
１
⑤
、
清
水

達
夫
１
①
、霍
田
真
吾
１
、江
川
紀
子
３
、

土
井
千
秋
１

▽
30
期 

関
和
子
１
①
、
山
本
史
１
、

浅
川
初
枝
１
、
北
山
悦
子
１
、
岡
田
牧

子
２
、
浅
井
朋
子
１
、
森
肇
１

▽
31
期 

山
田
良
江
３
、
江
頭
和
子
１

①
、
池
田
茂
３
、
兼
頭
義
浩
１
①
、
中

井
清
治
２
①
、
池
田
千
賀
子
１
、
田
平

宏
昭
３
、
不
破
啓
之
１
②
、
原
美
紀
１
、

福
岡
徳
人
１
、
榎
原
由
美
子
１
①
、
小

林
圭
三
１
①

▽
32
期 

金
森
厚
樹
３
、
中
眞
宏
１
、

檪
原
由
子
１
、
小
原
和
代
１
、
村
上
朋

子
１
、
栗
野
雅
仁
５

▽
33
期 

中
西
貴
美
子
１
、
中
井
嘉
次

１
、
北
後
泰
祐
１
、
河
野
久
美
２
、
森

見
み
ゆ
き
２
、
森
田
陽
子
１

▽
34
期 

川
井
一
平
１
、
黒
田
由
美
子

１
、
西
川
毅
１

▽
35
期 
金
澤
通
子
１
、
大
平
真
紀
３
、

松
本
麻
紀
１
、
杉
村
隆
史
１
、
高
山
健

志
１
①
、
結
城
奈
美
１
、
忍
康
彦
③
、

百
井
久
美
子
２
、
白
神
典
子
１
、
戸
田

裕
子
２

▽
36
期 

渡
部
佳
樹
１
、
中
井
久
仁
夫

１
②

▽
37
期 

三
橋
秀
夫
２
、
渡
辺
慎
二
２

⑤
、
鈴
木
剛
１
①
、
長
南
昌
彦
１
①
、

堂
本
拓
也
５
、三
浦
浩
１
①
、
佐
々
木
朱

実
１
、
松
尾
英
樹
２

▽
39
期 

高
島
恵
子
３
②
、
横
川
弘
子

３
、
西
馬
聡
子
１
、
芝
田
啓
１
、
新
田

展
子
②
、
山
﨑
淳
子
１
、
澤
田
紀
子
２

▽
40
期 

牧
原
真
一
１
、
竹
原
尚
美
１

▽
41
期 

田
口
登
紀
子
１
①

▽
42
期 

高
田
明
義
１
①
、
高
田
哲
子

１
、
原
納
研
１

▽
45
期 

桑
原
裕
紀
１

▽
46
期 

山
本
昌
弘
２
、
岸
田
逸
平
１

①▽
47
期 

田
中
那
美
１
、
坂
口
牧
子
３

▽
49
期 

藤
井
陸
平
１
②

▽
55
期 

久
保
日
登
香
１

▽
57
期 

夏
秋
亮
佑
１
、
大
友
奈
穂
１
①

▽
59
期 

山
本
ハ
ル
ナ
１
、
清
水
葉
月

１
①
、
釣
巻
史
子
１
、
中
井
翔
太
１

▽
60
期 

森
本
雄
佑
１
、
中
井
優
希
１

▽
61
期 

森
本
隆
太
１
、
中
井
梓
１
①

▽
63
期 

中
井
慎
吾
１
、
岡
田
未
帆
１
、

三
浦
晃
弘
１

▽
64
期 

前
駿
平
３

▽
65
期 

林
千
晶
１
、
中
井
仁
也
１
①

▽
66
期 

匿
名
１
①

▽
67
期 

林
雅
子
１
、
小
笹
日
菜
子
１
、

中
井
勇
秀
１
①

▽
69
期 

河
村
輝
１
①

▽
70
期 

杉
山
沙
希
５
、
匿
名
１
①

▽
71
期 

小
池
瑠
梨
１

▽
72
期 

冨
祐
介
１
、
藤
田
七
海
１
、

田
中
仁
１
、
赤
﨑
り
お
２
①

▽
関
東
支
部
④

▽
16
期
同
期
会
⑩

▽
37
期
同
期
会
⑯

想像を創造する技術がここにある

八十島  真
代表取締役会長

　　（16期）

661-0976   兵庫県尼崎市潮江1丁目2-6
　　　　　尼崎フロントビル6F
Tel 06-4960-8501　Fax 06-4960-8503 

E-mail：yasojima@yasojima.co.jp
URL:www.yasojima.co.jp

3Dデータ作成サービス
3D CADデータ、3Dスキャンデータ、
各種3Dデータを作成いたします。

I・TEC 加盟店　正規本部

（28 期）

Mobile　090-3719-5778
LINE ID　tiger3240

滝 川 　 正 規

I・TEC　INTERNATIONAL 株式会社
〒101-0044 東京都千代田区鍛冶町2-2-2　神田パークプラザ5階
【お客様窓口】　   0120-35-8888
業務部　Tel 076-223-7111㈹　Fax 076-223-7113㈹
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敬
　
弔

　

青
嵐
会
本
部
宛
に
、
次
の
方
々
の
訃
報
が

届
き
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
、
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
19
年
度
に
連
絡
の
方
の
み
。
敬
称
は
略
・
数
字
は
期
）

お楽しみ抽選会の景品（2019年総会）

景　　品 提 供 者

阪大グッズ　グミ３種入 ３袋 谷口邦彦（８期）

行者そば  ５箱 花畑商店・花畑舜一（10期）

食事券　（500円off券） ２枚 中華屋「KurumA」・上田恵子（11期）

もみじの天ぷら 15袋 紅仙堂・久國春一（11期）

キッザニア甲子園招待券 １組 住谷栄之資（11期）

干支石鹸 ６個 能島玲子（13期）

知床の海産物、和菓子の宅配券 ８個 森　源司（18期）

手作り革製品 ９個 松本　彰（18期）

小銭入れ　 50個 大信製畳・野原元喜（25期）

干支石鹸 25個 阿比太神社・内藤景治（25期）

季節の鉢花 ３鉢 花と緑のグリーンバレィ・神代陽造（28期）

箕面地ビールと地サイダー ２セット 樋口酒店・樋口貴之（31期）

洋菓子 ５個 河村茂樹（34期）

特製マクロビスイーツ ３袋 玄氣食堂ゆいまる・中井慎司、中井民（41期）

編

集

後

記

　

今
回
も
多
く
の
諸
先
輩
か
ら
同
期
会
の
原
稿
や
抽
選
会

の
景
品
を
頂
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
抽
選
会
で
は
、
総
会
に
参
加
さ
れ
た
同
窓
生
や
吹

奏
楽
部
の
生
徒
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
抽
選
結
果
に
一
喜

一
憂
し
な
が
ら
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
協
力
の
御
蔭
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
後
共
宜
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

　

昨
今
は
、
世
界
中
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
ふ
り
回
さ
れ

人
間
の
知
恵
と
優
し
さ
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
こ
そ
、
当
た
り
前
に
人
が
人
を
思
い
や
っ
て
、

共
に
支
え
合
っ
て
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
ね
。�

編
集
子

お
詫
び55

号
会
員
短
信
で
、
22
期
住
沢
（
楠
山
）
佳
子
さ
ん
と

あ
り
ま
し
た
が
正
し
く
は
、
住
沢
（
桐
山
）
佳
子
さ
ん

で
し
た
の
で
訂
正
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

2019年度会計決算報告
（2019年3月1日～ 2020年2月29日）

【一般会計】 （円）
収入の部/科目 予算 決算

前年度繰越金 4,078,780 4,078,780
72期生入会金 311,244 311,244
協力金 1,400,000 1,255,000
広告収入　 40,000 40,000
雑収入 9,976 5,022

合　　計 5,840,000 5,690,046

支出の部/科目 予算 決算
事務費・会議費 85,000 65,996
ICT整備維持費 100,000 67,778
名簿管理費 250,000 250,000
保険料 100,000 95,900

「青嵐」発行費 950,000 863,487
協力金振込手数料 60,000 80,854
総会費 150,000 156,131
交通費 150,000 81,208
ホームカミングディ 50,000 44,581
卒業記念品費 0 0
周年事業積立金 100,000 100,000
予備費 100,000 10,187
次年度繰越金 3,745,000 3,873,924

合　　計 5,840,000 5,690,046

【特別会計】 （円）
収入の部/科目 予算 決算

前年度繰越金 115,964 115,964
本年度積立金 100,000 100,000
利息 1 0

合　　計 215,965 215,964

支出の部/科目 予算 決算
次年度繰越金 215,965 215,964

合　　計 215,965 215,964

2019年度の会計につきまして、上記のとおりご報告いた
します。
　　　2020年3月14日 会　　計　河野　久美　㊞

2019年度の会計は、会計帳簿･会計収支報告･領収書など
を監査した結果、収支内容が適正に処理されていることを
認めます。
　　　2020年3月14日 会計監事　三村　正美　㊞
　　　2020年3月14日 会計監事　竹林　和兵衛㊞

☆「
青
嵐
」箕
面
市
内
手
配
り
メ
ン
バ
ー

【
期
間
】毎
年
５
月
の
連
休
中
の
、都
合
の
い
い
日
・
い
い
時
間

【
担
当
部
数
】ご
近
所
ま
わ
り
の
20
部
位
か
ら
、運
動
兼
ね
て
、

上
限
随
意
で

☆
情
報
提
供
メ
ン
バ
ー

　

現
在〝
我
が
同
窓
生
〟シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

情
報
網
が
限
ら
れ
が
ち
で
す
。い
ろ
い
ろ
な
活
動（
分
野
を
問

わ
ず
）で
頑
張
っ
て
い
る
卒
業
生
を
、お
教
え
く
だ
さ
い
。

☆
編
集
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー

　

会
報【
青
嵐
】の
原
稿
集
約
な
ど
を
お
手
伝
い
く
だ
さ
い
。

で
き
れ
ば
継
続
的
に
や
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
希
望
し
ま
す
。

〈
い
ず
れ
も〝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〟で
す
。〉

連
絡
先　

seirankai-hq@
googlegroups.com

◇
青
嵐
へ
の
広
告
主
を
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
名
刺
広
告

で
１
万
円
に
な
り
ま
す
。（
お
申
し
出
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
）◇

会
報「
青
嵐
」サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！

新
ア
ド
レ
ス
で
す

恩
師

西
山
佐
枝
子 
先
生

勝
川
文
比
古 
先
生

先
山　
　

賢 
先
生

同
窓
生

新　

家　

泰　

子（
3
）

上　

薮　

康　

彦（
3
）

藤
井（
住
山
）道
子（
3
）

中　

村　

幸　

雄（
3
）

達　

家　

長　

一（
３
）

石　

川　

慶　

一（
5
）

上　

田　

泰　

雄（
５
）

松
村（
古
田
）信
子（
6
）

麻
沢（
伊
藤
）悦
子（
6
）

新　

井　

栄　

治（
7
）

林　

下　

健
次
郎（
７
）

清
水（
久
住
）き
よ
ね（
8
）

大
西（
太
田
）陽
子（
8
）

根
来（
皆
木
）佐
紀
子（
8
）

泉　
　
　

哲　

男（
8
）

森（
吉
田
）　

紀
子（
9
）

山　

本　

達　

雄（
9
）

溝　

井　

恵
美
子（
9
）

藪　
　
　

幹　

雄（
9
）

上　

田　

久　

子（
10
）

谷　

村　

兵　

衛（
11
）

珠　

玖　

正　

紀（
12
）

谷　

田　

治　

己（
16
）

壇　

上　

善　

夫（
16
）

小　

枝　
　
　

孝（
16
）

楠
原（
吉
田
）　

操（
16
）

久　

保　

淳　

二（
16
）

山
田（
井
上
）扶
佐（
16
）

砂　

川　

明　

豊（
18
）

栗
原（
河
居
）八
重
子（
18
）

松　

山　
　
　

勇（
18
）

森　
　
　

源　

司（
18
）

木
曽（
黒
瀬
）真
理
子（
18
）

稲　

治　

利　

夫（
19
）

藤
河
家　

直　

透（
19
）

中　

鋼　

良　

治（
21
）

秋　

岡　

美　

帆（
21
）

北　

脇　

嘉　

昭（
23
）

井
上（
原
）寿
美
枝（
28
）

森　

山　

祐　

介（
47
）

恩
師
３
名
・
同
窓
生
39
名
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◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇
今年は、偶数期の方に「青嵐」
を全員配布としました。会報協
力金お支払いの方には、期間中
は毎年お送りしています。
また、末尾に３と８のつく期で
同期会が途絶えている学年の皆
さん、今年は区切りの年。期幹
事には期名簿を提供できます。
ぜひ卒業○○周年記念同期会を、
開きましょう！
◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

1
2 Ａ 和 田 　 豊 実
3 A 小 菅 　 淳 平 Ｆ 金澤（馬部）綮子
4 Ｃ 岡 田 　 保 造 Ｅ 谷口（佐竹）由己子
5 Ａ 青 　 　 敬 祐
6 Ｆ 中 井 ト ヨ 子
7 Ｂ 白井（黒川）百々子
8 Ｃ 武 藤 　 彰 男 B 谷 口 　 邦 彦
9 Ｅ 鈴 木 　 　 肇 G 野村（中井）美代子
10 Ａ 市 川 　 儀 富 Ｄ 西村（伊藤）皓子
11 Ｅ 松 永 　 宣 夫 Ｅ 佐 瀬 　 一 男
12 C 覚 前 　 隆 一 C 新 　 　 雅 子
13 C 小 東 　 　 武 Ｃ 能島（柊木）玲子
14 Ｄ 梶 田 　 健 之 Ａ 深 田 　 育 代
15 Ａ 上 野 　 　 惇 D 大 国 　 博 明
16 D 吉 治 　 仁 孝 Ｃ 石田（中網）良美
17 Ａ 瀬 川 　 　 健
18 Ｂ 浦 　 博 Ａ 田 中 佐 枝 子
19 Ｄ 田 村 　 　 守 Ｆ 國田（西原）由美子
20 Ｄ 佐 々 木 繁 夫 Ｄ 中 井 多 佳 子
21 Ｄ 山 岸 　 千 丈 D 国枝（中島）よしみ
22 Ａ 佐 々 木 　 弘 Ｇ 渡辺（津吉）智子
23 Ｅ 頼 　 　 沢 生 Ｂ 岡本（辰巳）信代
24 Ｇ 森 上 　 　 寛 Ｆ 髙畑（山林）久美子
25 Ｈ 梅 名 　 晴 夫 Ｂ 西川（西村）香苗
26 Ｄ 岸 本 　 知 宏 Ｈ 塩田（白井）純子
27 Ａ 中 井 　 　 貢 Ａ 三 原 　 光 喜
28 Ａ 中井（池田）純子 Ｅ 飛田（今村）由美子
29 Ａ 篠 木 　 敬 二 Ｃ 出水（岡）聡子
30 Ｂ 仲 谷 　 　 浩 Ｇ 野 口 　 　 恒
31 Ｂ 池 田 　 　 茂 Ｂ 廣末登美江（照美）
32 Ｃ 瀧 口 　 昌 宏 Ｅ 出 口 　 　 学
33 Ｂ 黒 山 　 敦 也 Ａ 花澤（西川）裕美子
34 Ｅ 西 川 　 　 毅 Ｅ 森 田 　 育 子
35 Ｈ 忍 　 　 康 彦 H 太 田 　 雅 宣
36 Ｂ 桑 野 　 幸 彦 Ｄ 渡 部 　 佳 樹
37 Ａ 岡 　 潤 Ｇ 小林（西野）恵美子

38 Ｈ 丸 山 　 　 浩 Ｂ 有 松 　 清 美
39 Ｃ 大 崎 　 　 仁 Ｉ 薮田（西田）顕子
40 Ｉ 松 本 　 充 生 Ｉ 西山（佐野）かおり
41 Ａ 古 沢 　 茂 樹 Ａ 武 田 ま き 子
42 Ａ 高 田 　 明 義 Ｈ 足立（中島）知子
43 Ｃ 新 居 田 治 樹 Ｄ 平 田 　 純 子
44 Ｄ 佐 藤 　 大 介 Ｃ 田 中 　 綾 子
45 Ａ 金 谷 　 聡 史 Ａ 溝口（森田）圭子
46 Ｂ 武 田 　 憲 明 Ａ 津 田 　 郁 子
47 Ｃ 宮 川 　 正 信 Ｃ 稲 治 　 真 希
48 Ａ 山 田 　 祐 介 Ａ 中 村 　 良 子
49 Ｄ 野 瀬 　 哲 朗 Ａ 竹 内 　 恵 子
50 Ｄ 籾 井 　 一 誓 Ｈ 松 山 　 智 美
51 Ａ 中 井 　 秀 典 Ａ 中 尾 　 亮 子
52 Ａ 白 井 　 淳 平 Ａ 田 路 　 夏 子
53 Ａ 白 石 　 薫 平 Ａ 森 岡 　 郁 子
54 Ａ 坂 本 　 佳 憲 Ａ 山 中 麻 紗 子
55 Ａ 山 本 　 達 也 Ａ 長 谷 　 絵 美
56 Ａ 白 神 　 馨 之 Ａ 岸 　 　 香 澄
57 Ａ 市 川 　 裕 祐 Ａ 児 玉 　 　 唯
58 Ａ 高 島 　 哲 之 Ａ 田 子 内 明 香
59 Ｄ 石 原 　 一 弘 Ａ 松 岡 　 真 理
60 Ａ 井 元 　 康 二 Ａ 堤 中 　 和 花
61 Ａ 鈴 木 　 拓 馬 Ａ 佐 藤 　 芽 以
62 Ａ 飯 田 　 竜 馬 Ａ 森 本 　 朱 音
63 Ａ 渡 部 　 裕 之 Ａ 中 村 　 彩 実
64 Ａ 岩 﨑 　 智 也 Ａ 植 田 奈 菜 子
65 Ｂ 中 井 創 太 郎 Ａ 島 田 　 菜 摘
66 Ａ 菊 地 　 航 史 Ａ 牧 野 　 花 菜
67 Ａ 永 山 　 大 貴 Ａ 三 山 　 莉 奈
68 Ａ 石 井 　 万 貴 Ａ 渡 邉 　 健 吾
69 Ｄ 物 部 　 理 沙 Ｆ 井 上 　 大 夢
70 Ｄ 文 田 　 光 河 Ｅ 川 端 　 真 由
71 Ｄ 山 口 　 大 輝 Ｃ 大 川 　 更 紗
72 Ｂ 野 田 　 駿 太 Ｅ 池 田 　 琴 音
73 Ａ 宮 原 　 　 浬 Ａ 中 村 　 に こ

関東支部期幹事
（４期～ 35期）
4 Ｃ 渡 邉 美 智 子
7 Ｇ 黒 山 　 昭 宣
8 Ｅ 宇 津 　 　 興
9 Ｅ 玉川（忽那）純子
10 Ａ 遠 藤 　 允 康
11 Ｈ 数 井 　 敬 司
12 Ｂ 阿 山 　 勝 幸
13 Ｄ 藤 川 　 卓 爾
14 Ａ 村 上 　 秀 平
15 Ｄ 松永将史（正夫）
16 Ｈ 秋 山 　 豊 宏
18 Ｄ 米 田 　 憲 三
19 Ｄ 武 田 　 　 永
21 A 中 川 　 敏 夫
22 Ｃ 馬 場 　 　 修
23 Ｃ 小 林 　 　 稔
24 Ａ 佐 藤 根 隆 之
26 D 船 原 　 淳 一
26 H 山 本 　 宗 明
29 C 小 里 　 裕 章
29 Ｃ 大 石 佳 能 子
32 Ｄ 中 　 　 眞 宏
32 Ｅ 小原（高橋）和代
35 Ｃ 奥 平 　 恭 之

2020年度　役 員 原 案
会　　　長	 	 緒　方　將　隆	（24期）
副　会　長　会務、学校応援団担当	 髙畑（山林）久美子	（24期）
副　会　長　情報担当	 	 本　田　唯　泰	（13期）
副　会　長	 	 市　川　儀　富	（10期）　　河　村　茂　樹	（34期）
副　会　長	 	 大　崎　　　仁	（39期）　　神　吉　敦　史	（53期）
書　　　記	 	 瀧　口　昌　宏	（32期）　　下西（中原）まき	（33期）
会　　　計	 	 佐々木　　　弘	（22期）　　河　野　久　美	（33期）
常 任 委 員　会報担当	 	 小　寺　知　子	（16期）　　小林（馬場）安代	（20期）
常 任 委 員　HＰ担当	 	 加　藤　勝　博	（21期）　　西　川　　　毅	（34期）
常 任 委 員	 	 中島（土生）徳子	（７期）　　鈴　木　　　肇	（９期）　　田　中　佐枝子	（18期）
常 任 委 員	 	 山内（野瀬）惠子	（25期）　　野　原　元　喜	（25期）　　内　藤　景　治	（25期）
常 任 委 員	 	 岸　本　知　宏	（26期）　　中井（池田）純子	（28期）　　廣末登美江（照美）	（31期）
常 任 委 員	 	 神　田　　　尚	（40期）　　小　谷　周　平	（55期）　　水口（山﨑）文音	（62期）
関東支部長	 	 松　本　　　彰	（18期）
常 任 委 員　関東支部	 	 米　田　憲　三	（18期）　　馬　場　　　修	（22期）　　末　弘　恭　雄	（26期）
会 計 監 事	 	 三　村　正　美	（11期）　　竹　林　和兵衛	（13期）
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